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ガバナーからのメッセージ

　昨年は、2016年規定審議委員会の決定に従う手続き要覧の改定があり、皆様のクラブ定款や
クラブ細則をそれに沿ったものに改正していただくことをお願いするところから始まりました。ま
た、各地で災害の多い年でも有りました。隣の地区福岡県朝倉での大水害、スリランカ大水害、
今年２月の台湾東部大地震などです。都度地区の皆様方には、義援金協力のお願いをしました
が、当地区で合わせて600万円を超える寄付を頂き、合計３億円を超える義援金を全国ガバナー
会を通して被災地の方々へお届けし、災害復旧に役立てていただけたようです。地区内の皆様方
のご協力に心より感謝いたします。
　私の年度の目標は、①地区内クラブの活性化、②各クラブの人道的な奉仕活動の拡大や自然
保護運動の活性化。③それら全ての活動の広報の活発化です。これらの取り組みで、地域社会
に少しでも変革をもたらせたら何よりだと考えておりました。これらはRIの活動方針でも、地区目
標でもありました。会員増強に関しては地区内各クラブの会長様以下の活躍と情熱でかなり好成
績が収められたようです。また、マスコミの積極的な活用をガバナー訪問の時にお願いして回りま
したが、１年間に40件近くの新聞などで取り上げられた奉仕報告があり、それを地区HP並びに、
市民の方にはより身近なSNSである地区FACEBOOKにも掲載しましたので、かなり市民県民の
皆様にもロータリーの認知度が広まっていったことと思っております。
　また、ガバナー訪問させていただき、地区内クラブの皆様は、こんなにも素晴らしい活動をされ
ているのかと私も驚きましたが、各クラブの皆様にとってもHP情報が他のクラブが何をしている
のかを知るきっかけにもなり、役に立ったとも聞いております。また、地区委員会の皆様の素晴ら
しい活動が、私の年度の地区活動に素晴らしい成果が上ったようで誇りに思い感謝いたしており
ます。特に財団活動ではモンゴルでの唇顎口蓋裂の手術指導も大変な効果があり、スタッフの育
成も効果が上がったようでモンゴル政府からも信頼を得たようです。これに続いて肝炎対策もウ
ランバートルＲＣとの協力で撲滅運動を進められそうです。これらは単一地区で行う事業としては
目を見張る素晴らしい成果です。
　また、マイロータリーの登録率が、世界最低レベルだとRI職員からお叱りを受けサンディエゴから
帰って参りましたが、佐世保北RCさんの達成率100%をはじめ地区内全クラブでも50%の目標を達
成できたのも久保IT委員長さんをはじめ地区内の皆様方のお蔭です。また、財団寄付に関してクラブ
会員全員がPHFを達成していただいた大村RCさんにも心よりの感謝の気持ちでいっぱいです。
　以上限られた紙面には書ききれないくらいの、奉仕成果と皆様方のロータリーを愛する熱いご
努力に、心より敬意を払い感謝しつつ、私の挨拶とさせていただきます。

　この１年を振り返って

2017-2018 年度ガバナー

駒　井　英　基
（佐賀南RC）
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地区幹事を終えて

　佐賀南ロータリークラブから初めてガバナーが選出され、その記念すべき年度に地区幹事をお
引き受けしましたが、その大役を果たせるのか、大きな不安を抱えてのスタートでした。地区幹事
の仕事は想像以上に多く、ロータリーに対する豊富な知識を必要とすると聞いていましたので、自
責の念に駆られる日々でした。
　しかしながら、駒井ガバナーの人脈の広さ、ロータリーに関する豊富な知識、野口清パストガバ
ナー、福元裕二パストガバナーはじめ地区内のパストガバナーの皆様の温かいご指導、ガバナー
補佐の方々の熱意ある活動、地区委員会委員長の方々のご支援、そして各クラブの会長様はじめ
会員の皆様方のご協力に支えられ、何とか任務を全うすることができました。
　「自ら手を挙げてガバナーになった方は多いけど、地区幹事はいくら望んでもなれるわけでは
ない。」と言われた方がおられましたが、地区幹事を経験することによって、良い意味での開き直
りの境地もご教示いただいたと思っています。
　さて、ロータリーの生き字引のような駒井英基ガバナーは頼もしい存在でした。ガバナー年度
になってすぐ公式訪問がありますが、あの猛暑の中、よく57クラブ全部を訪問されたと感心した
次第です。ガバナーが歯科医であるという職業柄もあるかもしれませんが、会長・幹事さん方との
懇談会では、真 にRIの方針について説明され、当地区の方針についても噛み砕いた言葉で解
り易く伝え、各質問に対しても丁寧に答えておられました。
　そこにはイアン・ライズリーRI会長の「ロータリー：変化をもたらす」というテーマと今年度地区
運営方針である「地域社会にも変化を！」について、如何に具現化していこうかというガバナーの
熱意の表れであろうと感じました。時代の変化と共に国際ロータリーの考え方も変わってきてい
るこの頃ですが、そのことを皆様に認識していただくためのガバナーの一途な努力の表れであっ
たと思います。
　その成果が、My Rotary登録100%達成クラブ、地区財団活動の一環としての奉仕活動、Ｒ財
団寄付会員100%達成クラブへのガバナー表彰へと繋がっていったと思います。
　結びになりますが、任期を通じて全てのロータリアンの本当に温かい友情・ご支援を頂き貴重
な体験をさせていただいたことを心より感謝申し上げ、これからも2740地区が更に発展すること
を、また各クラブ、会員の皆様方の更なるご活躍をお祈りしまして、お礼の挨拶とさせていただき
ます。

　

2017-2018 年度地区幹事

笠　　　慶　宣
（佐賀南RC）
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　今回ガバナー補佐をさせていただき、今回の機
会を与えていただいた駒井ガバナー・笠地区幹事・
佐賀北ロータリークラブの皆さん、ありがとうござ
いました。また第１グループ・第２グループの会員の
皆様、不束なガバナー補佐を受け入れていただきあ
りがとうございました。
　ガバナー補佐を先輩から受けてくれといわれ、
「はい」と受けてみたものの、在籍先輩２名のガバ
ナー補佐経験者や2003～2004年度、故立石ガバ
ナー補佐の事務局として各クラブさんを訪問したこ
とを思い出して、これは大変なことだとおもい昨年
２月26日の地区チーム研修セミナーからスタート
しました。
　今期のテーマは「ロータリー：変化をもたらす」こ
とでした。ガバナー補佐のリーダーシップの研修を
受けて今回役割と責務、なかなかできなかったと
反省しています。前期は地区大会を目標に動いてい
て各クラブさんの活動が把握できていませんでし
た。後半各クラブさんを訪問させていただき、各ク
ラブの皆さん地域貢献されていました。
　今回特に感動したことは、２月４日開催された佐
賀西RCさんのバルーンプロジェクトでした。飛び込
み参加させていただきありがとうございました。児
童福祉施設の子供たちにバルーン係留飛行体験を
させられたことです。真っ青な空、バスケットに乗っ
たイキイキとした目、上の子供が下の子供たちを面
倒見てあげている。この子供たちが素直に育ち幸せ
な家庭をつくってくれることを祈らずにはいられま
せんでした。IM参加依頼に訪問した時に是非継続
して事業をしていただくようお願いしました。
　今回第１グループの八頭司ガバナー補佐・佐賀
大和RCの井手会長とIM開催するにあたり、目標を
新入会員育成にして、先輩ロータリアンは母親馬、
新入会員さんは生まれたすぐの子馬との例えでお互
いの役割をやさしく長崎琴海RCの佐藤会員に講
演していただきました。感謝します。今回駒井ガバ
ナーがRIのテーマがあるが「クラブが仲良く運営で
きること」が一番と言われていました。この点だけ
は補佐できたかなーと思っています。各クラブの会
長・幹事さん、会員の皆様本当にお世話になりまし
た。感謝・感謝申し上げます。

　ロータリーは75歳からが、本当の自分を高める人生
道場とよく耳にすることがあります。ガバナー月信2017　
７月VOL.１でも「ロータリアン総力で人生道場を楽しみ
ましょう。」と呼びかけました。
　不安の中にお引受けしたガバナー補佐、当初は躍動の
出発でした。当初はどうなることか、何をすればいいか、
頭の中は真っ暗闇でした。
　先輩から「あせるなよ」「あまり考えるなよ」「時間が
解決するさ」常に励まされ…あッという間の一年でした。
これが実感です。
　実感としてこれまでの事項を反省は反省とし感じた点
についての最後のご挨拶と致します。
　第１グループ・ガバナー補佐が異風望外の歓迎を受け
始動し、はや一年。
　ロータリーの魅力は「ロータリーの魅力とその原点」
に立ち、大役を確認してきたと言っても過言ではないで
しょう。
　お陰様で大過なく肩の荷が下りました。まずは、駒井
英基ガバナー、笠慶宣地区幹事はじめ、ロータリアンの
ご指導、ご 撻のおかげと深く感謝申し上げます。
　各クラブにつきましては、各クラブの事業内容は地域
的特徴ある取り組みであったと理解致しております。見
逃せなかったのが、そのクラブに人を創る要素（人格）が
あり、職種による物の見方、経営姿勢を肌で直接受け止
め自讃出来たことに望外の喜びとロータリーの素晴らし
さに感銘しました。
　「人が人を創り、クラブが人を創るロータリー」。ロー
タリーの名の下に素晴らしい活動を共に成し遂げて行く
出会いでもあったようです。
　1935年にポール・ハリスは、次のようにつづっていま
す。「世界は絶えず変化しています。そして私たちは世
界とともに変化する心構えがなければなりません。…」
と。重ねる例会に友情を満足し、おのずとして協力の奉
仕活動が生まれロータリアンの絆を深め、ロータリーの
原点を作ってゆく。ロータリアンは相互において、一躍
世界に於いて耐えず変化をしています。これぞ人間性と
奉仕の精神でありましょう。即ち、ロータリーの進化は
「人間性の豊かさ」から生まれ、人の絆によって絶えず
変化しています。
　人がいて、友情の中に奉仕が生まれ、奉仕が社会へと
繋がる。
　ガバナー補佐としての任務に当たりロータリーは「それ
でこそロータリー」であり、奉仕の理想、ずばり人の融和
から変化するものであることを、改めて学んだ次第です。
　大過なく務めを果たす事が出来ましたのも、偏に会員
各位の多大な、ご協力と、ご支援のおかげと心より厚く
お礼申し上げます。
　各クラブの益々のご発展を願いロータリアンのご健康
をお祈り申し上げ感謝の心を筆に置きます。ありがとう
ございました。

ガバナー補佐　退任挨拶
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　ガバナー補佐という大任を拝し、不安と戸惑
いの中、無我夢中で走った１年でした。
　振り返ると、この一年間、ロータリアンとして
も一企業経営者としても、貴重な経験を積ま
せて頂きました。
　クラブ訪問では、第４グループの６クラブを訪
れました。会長が先頭に立って地域清掃に励ま
れるクラブ、若手が多く活気あふれるクラブなど
それぞれ素晴らしい特色があり、いずれも順調
に増員されていました。あるクラブでは、40代
の若い会長が「ロータリーの職業奉仕の理念を
自分の会社にも生かしたい」と熱く語っておら
れ、私自身も深く共感いたしました。
　各クラブが、これまで培われてきた伝統や友
情を大事にしながら運営されていること、増員
に向けて様々な努力をされていることに敬服い
たします。
　また、これまで触れあう機会がなかった他ク
ラブの皆様とお話しさせていただき、新たな友
情を育むことができたことも非常に嬉しく思っ
ています。
　ロータリーを取り巻く環境には厳しいものが
ありますが、私はこの一年でロータリーの素晴
らしさを再認識し、これからもその発展に寄与
したいと決意を新たにしました。
　力不足ではありましたが、駒井ガバナー始
め、会員の皆様から温かいお力添えをいただ
き、責務を果たすことができました。私自身、
今年でロータリー歴30年となります。節目の年
に、自分を磨くきっかけを頂けたことを感謝いた
します。１年間、誠にありがとうございました。

　鹿島ロータリークラブに入会して約33年が過ぎ
ました。この間ロータリーの勉強もせず過ごして
参りましたが、思いもかけず、第３グループのガバ
ナー補佐を受ける事になり、最初何をすべきか試
行錯誤のなか、長崎で、新旧ガバナー補佐会議が
あり、退任されるガバナー補佐は、色々な体験をさ
せて頂き、又、沢山のロータリアンの友人が出来、
素晴らしい自己研鑽が出来ましたとの挨拶でした。
今振り返れば本当に先輩の言葉どおり、私も良き
体験をさせて頂き、より多くの友人が出来、本当に
ロータリーアンの皆様に感謝を致しております。
　クラブ協議会の計画では、第３グループ、７クラ
ブの、クラブの現況及び活動計画書を熟読して、RI
会長、イアン・ライズリー『会長テーマ』駒井ガバ
ナーの『地区運営方針』に対し、各クラブでの『ク
ラブ運営方針』を対象に作成し、一目で活動状況
が分るように纏めました。又、委員会での『主な委
員会活動』を纏め一目で活動状況が分るよう、A3
に纏め、特に駒井ガバナーの地区運営方針である
『ロータリーの公共イメージと認知度の向上を目
指そう』にマッチした事業を抜粋し、各クラブの会
長さんに、佐賀新聞等に活動状況を堤出して頂く様
お願いを致しました。
　第３グループの主な行事『2740地区インターアク
トクラブ年次大会・有田クラブホスト』『カラオケ
大会・鹿島クラブホスト』『インターシティミーティ
ング・有田クラブホスト』『親睦ゴルフ大会・嬉野ク
ラブホスト』で特に会長・幹事さんを初め会員の皆
様ご苦労様でした。
　駒井ガバナーの強力なリーダーシップと優しき指
導と行動力そして的確なご指導を頂き感謝申し上
げます、ありがとう御座いました。
　特にご苦労を頂きました、笠地区幹事初めガバ
ナー事務局の皆様のご尽力により無事一年が終わ
る事が出来大変ありがとう御座いました、感謝・感
激です。
　そして第３グループの会長、幹事、会員の皆様本
当にありがとう御座いました。

ガバナー補佐　退任挨拶



GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.13 6

ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2740

　第５グループガバナー補佐として佐世保RC、
平戸RC、北松浦RC、松浦RC、佐世保西RC、
５RCを担当し、ガバナー補佐の仕事として各
クラブへの挨拶、駒井ガバナー、笠地区幹事と
の各クラブ公式訪問等幾度なく担当クラブを
訪問させていただきました。毎回、会員の皆様
の温かいお迎えを受けガバナー補佐の仕事を
終える事が出来ました。
　従前より佐世保２RCと北松３RCが別々に
会長・幹事会に参加しておりましたが今年度
は、５RCの会長・幹事会を開催することがで
きました。
　これも会長・幹事のご協力の賜物であると厚
く御礼申し上げます。
　また、過去２年間行われなかった「IM」につ
いては、第５・第６グループ共催で５年未満会
員を対象に「時間の短縮」「経費節減」この２
点を視野に入れ「新入会員にロータリーの楽し
さを発見してもらおう」と計画実行しました。
第１部に駒井ガバナーの「ロータリーの魅力と
は」の基調講演があり、第２部は、「共通点探
しゲーム」「グループ・ディスカッション」を行な
い会員の皆様が楽しんでいただけたと思ってお
ります。今後共、ロータリーを楽しみ地域社会
貢献に努めていただくことを希望します。
　力足らずではありましたが、１年間ガバナー
補佐として職務を全うできました。ありがとう
ございました。
　会員の皆様のご指導・ご支援・ご協力に感謝
し、ご挨拶に代えさせていただきます。

　緊張しながら参加した昨年の新旧ガバナー
補佐引継ぎ会議の際には、きっと来年の今頃に
は先輩方の様な晴れ晴れとした気持ちになれ
るのだろうと思っていましたが、私はこの原稿
を書いている時点でもまだ数回の訪問を残し
ており、重責を全うした充実感を得るには最後
の一踏ん張りが必要なようです。
　それにしても若輩者の私をご指導頂いた駒
井ガバナーをはじめ先輩補佐の皆様、そして
第6グループ各クラブの会長幹事様とメンバー
の皆様には言葉にならないほどの感謝の気持
ちで一杯です。私流のジャズ演奏を交えた卓
話も多くの例会や親睦会で実施させていただ
き、喜んで頂けた事は素晴らしい思い出となり
ました。
　My Rotaryの登録では佐世保北RC様が何
と100%達成の快挙!! 駒井ガバナーからの表
彰状をお渡しした際には、峯会長やメンバーの
皆様、そして事務局のご努力に頭が下がり感動
いたしました。改めてお礼を申し上げます。
　ロータリアンが得られる最高の報酬である
友達の輪と友情を今まで以上に感じる事がで
きたこの一年は私の人生の宝物です。どうぞこ
れからもご指導のほど宜しくお願い申し上げ
ます。

ガバナー補佐　退任挨拶
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　五月晴れのすがすがしい日々が続いており
ますが、長い様で、短かかった、短い様で長
かった一年でした。それもあと少しという所で、
ほっとしております。
　ただ、ガバナー補佐としての役目が充分果
たせたかといいますと、ガバナーの今期目標で
ある「マイロータリー」への加入や、会員増強、
財団への寄付の促進等、中々満足のいく数値
まで達成できたか疑問ですが、最後まで各ク
ラブへのお願いを続けていきたいと思っており
ます。
　第７グループは、前にも記した様に、島原、大
村間が、車で一時間半ほどの距離があり、お互
いのクラブの意志疎通が充分でないところも
あるのではないかという事で、まず長年途絶え
ていた、島原三クラブ合同例会を開催致しまし
た。そして、島原、大村の親交を深めようと、４
月に雲仙にて、「第７グループ親睦ゴルフ大会」
を開催しました所、約30名の方に参加頂き、楽
しい一日を過ごしました。次回は、次期為永ガ
バナー補佐の元、大村で行う事が決定してお
ります。この様に、お互いの距離が少しでも縮
まっていき、できれば、グループ全体で奉仕活
動ができればいいなと思いました。
　最後に、私の所用により、最後のクラブ訪問
が遅くなっておりますが、できるだけ早く一年間
のお礼訪問を行いたいと思っております。

　今回のガバナー補佐の大役は、内心、不安の
中でのスタートでしたが、やはり事あるごとに
自分の勉強不足を、痛感致しながらの日々でし
た。しかしながら、お陰様で任期の一年も間も
なく終わろうとしております。
　この間、ご指導を頂きました駒井ガバナーは
じめ地区役員の皆様方、並びに多くのご支援と
ご協力を頂きました、第７グループの吉田ガバ
ナー補佐、第８グループ、各クラブの会長・幹事
を始めとする会員の皆様方に心から感謝申し
上げます。
　各クラブの訪問では、各クラブの歴史と伝
統、熱意ある奉仕と親睦への取組、多様な活
動等、一年間、素晴らしい経験と勉強をさせて
頂きました。
　第７・第８グループの合同インターシティミー
ティングでは、変化するロータリーの 現状を、
今一度、深く考えてもらえるようにと、テーマを
『見つめなおそう！、これからのロータリー』と
し、野口清パストガバナーにロータリーの生い
立ちから現状の問題点までを判りやすく丁寧に
解説して頂きました。その後の懇親会におきま
しても美味しい料理とお酒で親睦の絆を、一層
深めて頂けたのではないかと思っております。
　最後に、この一年間、ガバナー補佐として、
皆様のお役に立てたかどうか、未だ不安では
ございますが、この１年間を通じ、ご縁とご協
力を頂きました多くの皆様方に心より感謝を申
し上げると共に、各クラブの、今後益々のご発
展を祈念し、退任の挨 拶とさせて頂きます。

ガバナー補佐　退任挨拶
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　ついこの間、ガバナー補佐の就任挨拶を申し
上げたと感じるのですが、アットいう間に退任
の挨拶をする時期になりました。2017-18年度、
駒井英基ガバナーの「地域社会にも変革を」の
運営方針を第９グループ、６クラブの皆様にでき
るだけ直接お会いしてお伝えしてまいりました。
ガバナーより、具体的な説明、方法について御
指示をいただきましたので、各クラブではスムー
ズに説明でき、御理解していただくことができま
した。それは分かりやすい補助項目による運営
方針であったからであると思います。
　伝統あるクラブでも、比較的新しいクラブで
もロータリーの隠徳として、あまり外部に華ば
なしく出ることが多くはありませんでしたから、
駒井ガバナー提唱の地域に認知されるロータ
リーに目指してはまさしく最近のロータリーの
状況からみたら、実に時期及び当を得た目標で
あると各クラブで理解していただきました。
　私どもの第９グループは長崎市内４クラブ、
五島、福江市の２クラブと近い所、遠い所のバ
ラエティある地区です。共に観光地でもあり、
また、交通の便で天候に左右されるという問
題も抱えております。昨今の人口減少の問題も
抱えており、会員増強には苦労されておられま
したが、地域で新しい事業を起業して新会社
が増え、そのメンバーが入会したり、新たな光
も感じられました。それにも増して、私自身が
初めての土地、人に出会う機会を沢山いただ
き、素晴らしく、楽しい経験をさせていただき
ました。まさにロータリーの、又駒井ガバナー
のおかげと感謝しております。就任当時は私な
どで勤まるだろうかと、一時真剣に考えていた
時もありましたが、我が所属クラブを初め、第
９グループの皆様のお蔭で今日まで勤めて参り
ました。一年間、本当に有難うございました。

　色々な思いの中でお引き受けしたガバナー補
佐の大役でしたが、長崎みなとRC会員の後ろ
盾を頂き、補佐としての勉強会、研修、セミナー
等を受けながらのスタートとなりました。それを
経て、第10グループ６クラブを訪問、各クラブの
皆様には温かく迎えて頂き新年度の計画をお
聞きしながら、皆さんのロータリーに対する思
いに接する事が出来たこと、又数回の会長幹事
会においても皆さんとの関わりを頂けたことは
私にとって大きな恵みとなりました。
　今期の地区テーマ「地域社会にも変革を」にも
とづき、会員一人一人の職業を通じて地域での社
会奉仕や青少年奉仕そして国際奉仕に対し各ク
ラブでそれぞれのプログラムを立て、昨今の変化
の激しい環境を見据え活動下さいました。又、２
月に行いました第９・第10グループのインター
シティミーティングではこれからのロータリー
組織について等の話もパネルディスカッション
の中でお聞きする事が出来ました。会長幹事会
では、IMのあり方進め方等の有意義な話し合
いも持たれました、次年度以降も意に沿う運営
がなされることを期待いたします。今後とも職
業奉仕そして社会奉仕はじめ、色々な活動を
通してロータリーを楽しみ、この魅力を社会へ
発信していただきたいと思います。
　最後になりますが、補佐としての働きが出来
たかは疑問でありますが、駒井ガバナーはじ
め、各クラブの皆さんとの出会い関わりを心か
ら感謝申し上げ退任のご挨拶と致します。

ガバナー補佐　退任挨拶
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委員長　退任挨拶

クラブ奉仕統括委員長

髙木　義和
（島原ＲＣ）

IT公共イメージ向上委員長

久保　泰正
（諫早西ＲＣ）

会員増強委員長

佐藤　豊
（長崎琴海ＲＣ）

　どのような場合でも変わろうとするとき、何の為に何をどう変えるのか、変える
べきものと変えてはいけないもの、そして変わらないものを見極めて望まなけれ
ばならない一年間でした。
　ロータリーの未来のためにロータリアン自らを多様に適合するよう変わる。
ロータリアンが自己研鑽に育み、生業の職業識見を高揚し社会に奉仕活動が広
く報じられ理解される事が求められた年度だと思います。
　「柔軟」に対処しても適合性に不十分で掴みにくいものです。多様性で済ます
ことはできません。これからも規定審議会では付きまとう決議案と思います。
　ロータリーの基本方針は、地域社会に信頼され組織を充実し確立し仲間を増
やす事です。それを未来子々孫々まで如何に継承するか、「クラブの長期計画」を
充分に話し合う事から始まると思います。
　基本理念「使命の認識」「前向きの姿勢」「言動の反省」「相手の尊重」「奉仕
の精神」は変えてはならない私の不易流行です。
　省みて力不足でした。そして三年間お世話になりました。

　2740地区に新たにIT公共イメージ向上委員会が作られ、初代委員長という大
役を仰せつかり何もかも初めてというスタートでした。幸いにも、地区の各グルー
プから10名のITに詳しい委員をつけていただき、また元RPICの岩永パストガバ
ナーをも顧問になって頂き大変心強いスタートとなりました。
　本委員会は、ロータリー戦略計画の１つである公共イメージと認知度の向上
を担当することになるのですが、先ずもってRI第３ゾーンの重点目標であるMy 
Rotaryのアカント登録を会員の50％以上にする事と、Rotary Club Central各
項目に目標と達成率を入力することに力を注ぎました。
　地区目標として、地区大会までに25％達成を、年度末までには30%達成を目標
にしましたところ、ガバナー補佐を始め、各クラブの会長、幹事、委員長など多くの
ロータリアンの皆様のお陰をもちまして、早 と々100％達成をした佐世保北RCを筆
頭に、半数以上のクラブに25％を達成して頂きました。大変感謝申し上げます。
　また、ご協力して下さった顧問、委員の皆様はもとより、地区ガバナー事務所のスタッ
フの皆様を始め、各クラブの事務局女性職員の皆様には重ねてお礼申しあげます。
　本年度事業は、公共イメージ委員会の活動の序盤にしかすぎません、しかし次
年度からの活動の基礎作りができたのではないかと思っています。来期も引き続
き委員長を継続する事になりましたが、皆様のより一層のご協力をお願いいたし
まして退任のご挨拶とさせていただきます。

　「ロータリー～変化をもたらす」のRI年間テーマのもと、駒井英基ガバナーは
「地域社会へ変革をもたらそう」の地区課題を示されました。会員増強について
は57ロータリークラブの年間目標として、50名以上のクラブ２名純増、50名未満
クラブ１名純増の具体的数字を示されました。
　８月６日は、クラブ奉仕部門のセミナーとして、クラブ管理運営委員会、IT広報
委員会、会員増強委員会が、東彼杵総合会館で同時開催を致しました。全クラブ
の関係者に多数ご参加頂きありがとうございました。会員増強部門では、中川貴
夫氏（人吉RC）、片山勇氏（OK Japan Eクラブ）を講師としてお迎えし、貴重な
経験を得ることができました。こうした活動から、地区内の皆様の熱意が会員数
の増加としてガバナー月信に掲載され、新会員の方々が紹介される記事は毎回毎
号心弾む思いでした。申し上げるまでもなく、ロータリー最大の魅力は「異業種
交流」に尽きます。新入会された皆様がより早くロータリーの良さを体感・実感
されるよう周囲の人々がお手伝い頂きたいと願っています。これまでの経験から
３年未満の入会者には、より一層心配りをお願い致します。個人的には、地区内
外の会員増強に関わる講師としてお招き頂く機会がありました。これらの出来事
は、私にとって貴重な経験であり、望外の喜びでした。今期の退任に当たり、地区
委員の構成メンバーとしてご指導頂いた皆様に心からお礼を申し上げます。あり
がとうございました。
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委員長　退任挨拶

クラブ管理運営委員長

竹田　健介
（平戸ＲＣ）

職業奉仕委員長

吉岡　義治
（佐賀南ＲＣ）

社会奉仕委員長

帯屋　徹
（大村ＲＣ）

　2017～2018年度、新たに設置されたクラブ管理運営委員長を拝命し、一年近
くが経とうとしています。それぞれのクラブが自主性を持って運営、活動をしてい
るなかで、地区としてどう関わっていくべきかを考え、昨年の８月６日のセミナー
では会員増強委員会、IT公共イメージ向上委員会との合同開催をしました。
　分科会の前に基調講演を第2660地区のパストガバナー（大阪中央RC）横山
守雄様にお願いし、「クラブ戦略計画の推進について」というテーマでお話しいた
だきました。日本のロータリー会員数が過去20年間で全国平均３割強減少して
いる事実を踏まえ、今後のロータリーはどうあるべきかの提言でした。
　創設者のポール・ハリスの「ロータリーがしかるべき運命を切り開くには、常に進化
し、時には革命的にならなければなりません」との言葉を引用し、クラブ運営に柔軟
性を持たせることも必要だとの話で、例会日や時間を見直し、若年層、女性、定年退
職者など幅広い人材で構成しているクラブなどの事例を紹介していただきました。ま
たクラブに「戦略計画委員会」を設け、時代に適応したクラブから、将来への備えが
できるクラブへと変容していかなければならないなど示唆に富んだお話でした。
　「ロータリーはどうあるべきか」。これはロータリアンにとって永遠の課題で
す。いかに楽しくロータリーライフを過ごすことができるか。今日もロータリーの
人生道場は続きます。自己を高め、少しでも良い影響力を培い、周りを、社会を良
くしていこうという気持ちが大切です。

　2017-2018年度、職業奉仕委員長の退任に際し、まず皆様に職業奉仕委員会
の活動にご理解とご協力、またご支援を賜りました事、この場をお借りしてお礼申
し上げます。
　昨年２月号のロータリーの友に「制定案16-10奉仕の第二部門の改正」が掲載
された時から、この１年が始まりました。
　９月の職業奉仕セミナーでの2650地区刀根荘兵衛PGの講演、11月の地区指
導者研修セミナーで、著者である2840地区本田博己PGの講演を通して、今後の
私たちの在り方を学びました。
　この改正はロータリーにおける職業奉仕が変わったというのではなく、「職業
奉仕」という言葉を共通に用いる職業倫理（エシックス）と運営管理の分類整理
としての「奉仕部門の区分」この違いを解りやすくする為でもありました。
　RIは奉仕団体としての様相を強くしてきましたが、その要望に応えるためには、
私たちがコンプライアンスを保つ必要があります。
　これまで同様、ロータリーの基本理念について議論を深めることで日本ロータリア
ンとしての高い倫理基準を保ち、自らの職業を高潔なものとし、その上で、一般の方々
にも解りやすい、「五大奉仕」の奉仕の型で社会に還元することが大事だと思います。
　これからもわが委員会は皆様のお役に立てるよう精一杯、活動致します。
　わが委員会を今後とも宜しくお願い致します。

　思えば、地区社会奉仕の委員として推薦を頂き、委員として２年、委員長として３
年、あっという間の５年間でした。
　又、次年度から組織変更と成り、社会奉仕委員会は、奉仕プロジェクト委員会に他
の委員会と共に包括されますので、私が最後の地区社会奉仕委員長と成りました。
社会奉仕委員会は無くなっても、ロータリーから社会奉仕が消える事は無いのです
が、ちょっと寂しい気持ちにもなります。
　私の本年度当初の地区委員長の抱負の中で、３年目の最後の年を、委員長として過
去２年間、培ってきた経験と、委員会の結束を次の委員長にバトンタッチできるよう
に、後継者の育成に尽くす事を上げていましたし、ようやくその候補も決まり引き継ぎ
の準備も整ったと思った時に、まさか次期との引き継ぎ無しで終わるとは、思いもよ
りませんでした。
　今日まで委員会の皆と継続して育てて来たプロジェクトもようやく軌道に乗りかか
り、今からという時に大変残念ですが、今まで蒔いていた種がどこかで芽吹くことを
祈っています。
　又、社会奉仕セミナーの報告が「ロータリーの友」の編集者の目にとまり、その中
で松本幸次君の「児童虐待の実情とロータリアン」の講演をロータリーの友に縦組み
の巻頭特集として掲載したいというお話が有り、準備を進め最終的にどのような扱い
に成るかわ分かりませんが、本年11月号のロータリーの友に掲載される予定と成りま
した。最後の社会奉仕委員会の思い出になると委員一同、喜んでおります。
　最後に地区委員に推薦いただき、素晴らしい仲間との出会い、素晴らしい経験の
機会を与えて頂き心より感謝申し上げて挨拶に代えさせて頂きます。
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委員長　退任挨拶

青少年奉仕統括委員長

奥村　豊
（唐津ＲＣ）

国際青少年交換委員長

藤山　英周
（唐津ＲＣ）

インターアクト委員長

松田　洋一
（諫早北ＲＣ）

　青少年奉仕統括委員長を２年続けて拝命し、駒井ガバナーのご指導の下、インターア
クト委員会、ローターアクト委員会、ライラ委員会、国際青少年交換委員会の皆様方の
献身な活動がこの一年間、意義あるものを終了させて頂いた事は感謝に堪えません。
　インターアクトクラブは、年度初めにある年次大会。初めての試みでした有田で行
われた一日研修。濃い充実した研修になりました。前期、後期指導者研修もインター
アクトとローターアクトの交流が芽をふき始めました。ローターアクトは、年々アク
ターの減少で悩んでいます。私自身、今年度は時間の許す限り各ローターアクト例会
も顔を出しました。ロータリーのグループ毎でローターアクトを持ってないクラブの18
歳から30歳の人をローターアクトを持っているクラブに「入会のご協力」を提案しま
した。今も素晴らしい有能なローターアクターがいます。国際青少年交換委員会も今
年はオリエンテーションなど多く出席したつもりです。昨今、交換留学生の受け入れも
大変ですが、留学希望者も少なくなっています。ロータリーの委員さんの努力を目に
みて大変さを痛感しました。国際的に大事業です。ロータリー皆様のご理解ご協力を
お願いします。ライラは青少年活動の指導者養成の場であり、青少年奉仕活動の集大
成であると思います。今年度は多久RCがホストとして論語の街、多久らしい、今の時
代に重要な「心の学習の場」が提供されました。
　本当に統括としていたらなかった私を各委員長、委員さんの活動で、皆さんとの交
流が大きな財産になりました。最近、毎日言葉にしなければ眠れない言葉。感謝。有
り難うございました。今後ともよろしくお願いします。　　　感謝

　駒井ガバナーより2017～2018年度地区国際青少年交換委員長の拝命受け、
前期からの６名と新委員の２名の合計９名にて交換委員会を発足させました。
　この交換事業は交換相手国との様々な交渉や手続があり継続的な経験が必要
とされます。
　本年度はアメリカより３名、オーストラリアから１名（オーストラリアは任期中
途の12月受入１月派遣と２期にわたる交換になります）の受入と派遣で４名の交
換を行いました、また毎月オリエンテーションを実施し受入学生には日本語の習
得、派遣予定学生には英語の習得とスピーチ練習を行いました。
　来日学生には10月長崎くんち、11月は唐津くんち、12月は鹿児島旅行、本年５
月にはJAPANツアーとして広島・東京・千葉での日本青少年交換研究会参加と
2700地区2730地区合同にて日本の文化等を体験してもらいました。
　さらに４月には花見オリエンテーションを行い、日本の自然を楽しんでもらいま
した。来日・帰国の際には歓送迎会を行い、ホストRC・ホストファミリー・留学帰
国生徒との親睦も図りました。
　本年度にて委員長を退任致しますが、任期中ガバナーはじめ関係RCの会員の
皆様には多くのご支援とご協力を頂きましたことを感謝御礼申し上げ退任のご挨
拶といたします。

　2016～2018年度の２年間にわたり、IA地区委員長を務めさせて頂きました。駒井ガバナー、奥村
委員長に於かれましては、多大なるご指導を賜りまして、有難うございました。又、地区委員会メンバー
の方々には、積極的に私を支えて頂き、各クラブの青少年担当の皆様方にも多くのご協力を頂きまし
た。皆様のお陰をもちまして、無事に事業を遂行する事ができました。本当に有難うございました。
　今年度の活動を振り返ってみますと、年度当初に開催したインターアクト年次大会は、有田
工業IACをホスト校とし、唐津西校IAC・武雄高校ボランティア部をコ・ホスト校として、有田
ポーセリングパークで盛大に開催されました。
　大会テーマが『共感－Sympathy』という事で、分科会では企業運営と共感、社会貢献と共
感、コミュニケーションと共感の各３分野で『共感』について、学ぶ機会がありました。
　今回の年次大会は、宿泊施設の問題で通常一泊二日型の大会を、一日型でコンパクトにまと
めた大会になりました。
　当地区では初めての試みでしたが、大会後のアンケートでは、殆どの学校が有意義な大会
だったと回答が来ておりました。当地区は離島のクラブがあり、一日型の大会ですと日帰りが
困難な、遠方からの参加は帰りが遅くなる等の意見もありましたので、今後の課題として取り
組んで頂きたいと思います。
　又、地区委員会では、IAC前期指導者研修会を10月に、後期指導者研修会を１月に開催しま
した。前期では、愛知県の中部大学春日丘高等学校IACの顧問教諭を講師としてお招きしての
講演は、インターアクターだけではなく、ロータリアンの方々にも大変好評を頂きました。後期
では、今回で３回目となります『インターアクト～ローターアクトに』というテーマで、ローター
アクトのメンバーにも参加頂き、互いの親睦を深める機会を設けました。今後IACを卒業した
ら、RACに繋げられる様に期待します。
　最後になりますが、今後も各RCの皆様のお力を借りて、IACが活発に活動されます事を祈念
しますと共に、お力を頂いた皆様方に心より感謝を申し上げ、退任のご挨拶とさせて頂きます。
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委員長　退任挨拶

ローターアクト委員長

松尾　慶一
（佐世保ＲＣ）

RYLA委員長

山口　宏二
（長崎ＲＣ）

ロータリー財団委員長

西川　義文
（大村ＲＣ）

　今年度のRYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）は、去る５月26日
（土）、27日（日）の２日間、多久ロータリークラブがホストクラブとして、多久町
公民館にて開催をされました。青少年40名、ロータリアン60名、合計100名の参
加のもと、己を育む！「論語に学ぶ」というテーマで、まず講師の多久市出身武田
耕一氏の講演会、その後レクリエーションとして論語カルタで親睦を深め、その後
論語の名文「直躬説話」を題材にグループ討議を行いました。２日目は、多久聖廟
を中心に散策した後、グループ討議をまとめ、各グループ発表を行い、閉講式にて
終了となりました。参加した青少年は、論語を通して、RYLAの基本理念である地
域のリーダー養成と論語のもつ人としての生き方、家族、人付き合い、道徳等の精
神を活用して同世代の仲間達と意見交換することで貴重な体験をしてくれた事と
思います。このような機会を提供してくれました多久ロータリークラブの方々に対
して心から感謝申し上げます。来年は、島原南ロータリークラブがホストクラブと
なり、2019年４月20日（土）～21日（日）の２日間、雲仙の地にて「このRYLAが
君を変える」というテーマにて開催されます。多くの方々の参加をお願いします。
　30年度も引き続き地区委員長として活動することになりましたが、地区委員
の方々の協力を頂きより良い青少年活動の環境づくりに努めて参りたいと思いま
す。御理解、御協力の程、宜しくお願い致します。

　2017-18年度Ｒ財団委員会では、補助金委員会・資金推進委員会・ポリオプラス委員会・資金管
理委員会という４つの委員会と補助金委員会内の奨学学友小委員会、地区補助金小委員会、グロ－
バル補助金小委員会という３つの小委員会と2019-20年度に必須委員会となるロ－タリ－平和フェ
ロ－シップ委員会という窓口も懐も奥深く広い委員会活動を行いました。
　年々、RI本部より求められる事項が多くなり、且つ突然にル－ルの変更等が一方的に伝達される
構図には、正直大変な対応力が求められました。
　本年度も地区内の皆様から頂いた貴重な年次基金への寄付を地区内各クラブに行う奉仕活動に活
用頂きたいとセミナ－等でお伝えしてきたつもりですが、地区内での偏りもありバランス良くとは行き
ませんでした。地区委員会主導にてのDDFの有効活用として地区補助金での人道支援活動を行い、経
験値を各クラブへお伝え出来るようにし、地区内各クラブでの奉仕活動の推進を図りたい所存です。
　昨年度、日本国内で初めてと言われた「寄付ゼロクラブゼロ」を今年度も出来うるよう残された短
い期間ですが、資金推進委員会と共に頑張ります。反省としてクラブロ－タリ－カ－ドの推進が旨く
行きませんでした。クラブの普段の支出をカ－ド決済することで「ポリオ撲滅運動」への寄付へ総額
の0.3％が自動的にされます。ポリオ感染者は全世界で８名程になりました。あと少しで地球上から
ポリオ感染者がいなくなることのためにご協力をお願いします。
　Ｒ財団セミナ－開催時に地区奨学金学生の帰国報告会があり、肺がんや乳がんの研究者、熱帯地
方のマラリヤ感染への蚊の研究者、ネパ－ル等の貧困地域の経済活性や紛争の予防など多様な学び
を終えた奨学生の話は新鮮で興味深い話を聞くことが出来ました。
　引き続き、グロ－バル補助金を使った奨学生の派遣やタイやネパ－ル、モンゴル等での６つの重点
分野に添った人道支援を図って行ければと思いました。
　Ｒ財団委員会及び各委員会は、財団日本事務局やアメリカの財団本部と、グロ－バル補助金では
海外のクラブと申請・連絡・報告と多様複雑で忍耐と交渉力が必要な委員会です。
　委員ひとり一人はそれぞれの職業で大変多忙な方々が多い中、各位が煩雑な取り組みに根を挙げ
ること無く最後まで尽力尽くして下さることに感謝申しあげ、委員長退任の挨拶とさせていただきま
す。ありがとうございました。

　本当に、１年の経つのは早いもので、地区委員長を拝命してあっという間に退任を
迎えてしまいました。お陰様で、アクターの皆さんと出会い・交流出来ましたことは、
私にとっても大いに勉強になりました。
　地区には57RCが有りながら、残念な事にRACは７つしかない事を知りましたし、
これは私たちの怠慢と反省させられました。しかし、地区代表の公式訪問例会におい
て全てのRACを訪問した時、皆さんの真剣な活動を拝見し感動致しました。
　実は、50年前の中学生の時に佐世保東RCの家族会へ父に連れられて行きましたが
奉仕と言う言葉とは無縁でした。ところが高校へ入り縁あってJRC（青少年赤十字団）
に入団しまして、佐世保南高校で３年間「愛と奉仕と人道」を学び奉仕活動を実践い
たしました。13年前に佐世保RCに入会させて頂き、高校時代を思い出しました。
　そして、縁なものでIACの地区委員を長年させて頂き、地区委員長も務めましたが
更にRACへと導かれました。現在の高校を見てみるとJRCは無くなりましたが恐ら
く、それがIACへと移行したのではないかと希望的観測を持っております。そのIACか
らRACへと奉仕の心が引き継いで行かれるはずと信じております。そして、私の役割
としては、地区委員長のスムーズな引継ぎが肝心と心得て７クラブでの順番を決め確
実に毎年、優秀な委員長を選出して頂けるように話し合い決議しました。このRACは
1968年に提唱された素晴らしい青少年育成プログラムでありますので、何とかした
い、積極的に関わり、健全な育成に取組まなければならないと思います。
　「継続は力なり！」これまでの先輩方の思いを引き継ぎ、第2740地区RACの更なる
飛躍を祈念致しまして退任のご挨拶に代えさせて頂きます。ありがとうございました。
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委員長　退任挨拶

補助金委員長

隅　康二
（佐賀西ＲＣ）

資金推進委員長

永尾　竹則
（佐賀西ＲＣ）

ポリオプラス委員長

溝口　尚則
（佐世保ＲＣ）

　日頃より財団活動へのご理解、ご協力大変有難うございます。財団の委員長は３
年区切りの任期となっていますため、このご挨拶は駒井ガバナー年度における中締め
の退任挨拶となり、再び福田ガバナー年度にてお世話になります。
　補助金委員会は、奨学委員会、グローバル補助金委員会、地区補助金委員会の三
委員会で構成されています。私は補助金委員長としてタクトを振っていたに過ぎず、
実務は島原RCの喜多清基委員長、長崎中央RCの原田知行委員長、HTB佐世保RC
の岡田金助委員長による功績そのものでした。改めて感謝申し上げたいと思います。
　今年度は当地区57クラブ中21クラブからの活動の申請がありましたが、全ての申
請が承認され各地域で活動が行われました。また国際事業では、薬剤師チームによ
る東南アジアの水質調査やモンゴル国における肝炎対策など事業が始まりました。
さらに奨学事業として、マラリアの感染機序解明のためにイギリスの名門研究所へ大
学院生を派遣できたことも貴重な経験となりました。
　財団活動の申請は、何かと煩雑で手続きが多いという一面もありますが、思い切って
チャレンジしてみると、大きなジャンプをもたらしてくれることも多いと思います。できる
だけわかりやすく、簡単な手続きで申請ができるよう努力したいと思いますので、事業
経験がないクラブの皆様には、ぜひ次年度の計画をご準備頂ければ幸いと存じます。
　最後に、財団の活動を高く評価して、励まして下さいました駒井ガバナー、笠地区
幹事に改めて感謝を申し上げたいと思います。

　いつもポリオ撲滅運動にご協力いただきまして有り難うございます。今年度も
あっという間に１年が過ぎてしまいました。今年度は、特に寄付を頂く為に、お話
を何度かさせて頂きました。毎年の事ですが、少しずつ会員の皆様の寄付額が増
加している事には感謝しております。
　今年度は、アフリカでのポリオが撲滅直前まで行きましたが、残念な事に野生
型ポリオの発症を認めました。しかし、撲滅が困難と言われていたアフリカでこ
こまでポリオの発症率を低下できたのは、ひとえに皆様の協力のおかげだと思い
ます。思い起こせば、1980年代にロータリーが本格的にポリオ撲滅活動を行っ
た時は毎年35万人がポリオに感染していました。ロータリーの着実な活動でアフ
リカからポリオが撲滅できる直前まで来た事は、本当に驚くことでもあり、我々
ロータリアンの自慢してよいことの一つであると思います。
　ポリオ撲滅のための寄付も当地区でも少しずつ増えてきています。今年度で私
もポリオ委員長を退任する事になりました。何も出来ませんでした。いつも寄付
の事ばかりでご迷惑をおかけしました。今後もさらにポリオ撲滅にご協力を御願
い致します。

　2017-18年度、第2740地区資金推進委員長を務めさせて頂きました。
　日ごろから地区の各クラブの皆様には、財団の補助金活動に多大なご協力とご
理解を頂きまして、大変感謝しております。補助金活動ができるのも皆様からの
ご寄付があってこそです。ご寄付をお願いしております委員会の委員長としまし
て、重ねて御礼申し上げます。
　私は、記憶が正しければ、資金推進委員長を仰せつかりまして３年が経過致し
ました。それ以前から財団委員会の資金推進委員会におりました。そこで、当地
区の各クラブの皆様からのご寄付もそうですが、補助金を使った奉仕活動もご報
告を通じて拝見させて頂きました。どのクラブの皆様の活動も色々工夫をされて
いて、意義のある活動をされているという印象を持ちました。反面、そこからは世
の中の課題も浮き彫りされているような思いも抱きました。本当は、ある意味、奉
仕活動と謳う必要のない世の中が理想であるのかもしれませんが、そうではない
のが実情ですので、このような活動を担うところが必要になります。ロータリーク
ラブは率先してその役割を担っているところですが、それにしても毎年度変わるこ
となくかえって活発に活動されている各クラブの皆様には頭が下がる思いです。
　私は、資金推進委員長を退任させて頂きますが、引続き財団活動、奉仕活動に
積極的に関わって行きたいと思います。今後も引続き財団活動並びにご寄付への
ご協力とご理解を賜りますようお願い申し上げます。ありがとうございました。
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委員長　退任挨拶

資金管理委員長

岡村　康司
（長崎南ＲＣ）

米山記念奨学委員長

大家　和義
（小城ＲＣ）

　当委員会２期目（１期３年）の委員長を１年担当致しました。
　当委員会は、財団から各クラブに助成された補助金が各クラブにおいて適正
に管理されるよう下記の４項目を重点に行ってまいりました。今年も地区内21ク
ラブから地区補助金の申請を受けましたが当初の目的が達成できたものと思い
ます。難解なものを極力平易なものにしていくこと、これも大事な目的であるので
職業奉仕の一環と考えて職務を全うしてまいりました。
　2013～2014年度に初めて設置されたこの委員会も５年が経過して、各クラブ
におかれても補助金への理解が深まったものと思いますが、次年度も次の４項目
に沿って活動致します。

①　財務管理計画書および地区との覚書（ＭＯＵ）の作成
②　財団セミナーや補助金セミナーを通じて各クラブの補助金に対する意識と

理解を高めることで補助金事業を支援していく
③　補助金に関する利害対立を未然に防ぐ手段を講じる
④　資金の不適切な利用や管理がないよう周知を行う

　１年間ご協力ありがとうございました。

　早いもので、ロータリーの１年、2017年７月～2018年６月までの任期を、無事に終えることが出
来たのだろうか？思っております。
　これも一重に、駒井ガバナー・笠地区幹事の基に、地区委員の皆さん、57クラブの会長・幹事・米
山委員長・会員の皆さんの温かい厚情を頂き、充分に務め上げることができたのではと思いつつも、
旅立った１4人の米山奨学生の皆さんに、寄り添ったお世話が出来たのだろうか？？自問自答してい
る所です。
　長崎・佐賀県内の各大学へ留学している14名の米山記念奨学生の皆さんとは、学校の始業と同じ
く、2017年の４月の「オリエンテーション」時より付き合いが始まり、2018年の３月の「修了式」ま
でが１4名の米山記念奨学生の皆さんと一緒に行動する事業で有ります。
　この期間の事業は、５月「米山委員長セミナー」・７月「学校説明会」補助・研修視察旅行・８月
「カウンセラー・奨学生研修」・9～12月「出前卓話」・米山月間の10月「米山の集い」・11月次年度、
「面接官のオリエンテーション」補助・12月「面接試験」補助・１月「学友会・総会、懇親会」など、
思い起こせば一つひとつに色々なことが有り、充分なお世話が出来たのかと思いつつ、修了した米山
記念奨学生の各人が「学友会」の一員として、将来を切り開いていくことを願いつつ、常に連絡の取
れる様に、「学友会」の充実を図り、末長いお付き合いが出来ればと思っております。
　又、米山記念奨学会は常に、年度を重複して段取りをして行かなければ成りませんので、ガバ
ナー・地区幹事・事務局・地区委員の皆さんの協力を頂かなければ、遂行が難しいので、今後とも切
に宜しくお願い致します。更には、57クラブのロータリアンの皆さんの浄財の基に、成り立つており
ますので、皆さんのご協力をお願い致します。
　2018年の４月からは、次年度の１6名の米山記念奨学生の皆さんとの付き合いが始まっておりま
す。既に、１6名の米山記念奨学生の皆さんは４月の「オリエンテーション」を経験し、５月の次年度
の57クラブの「会長・幹事・米山委員長のセミナー」に参加しており、これから2019年の３月まで
に、地区大会・米山の集い・出前卓話・国際交流会・総会・面接試験など年中行事が有りますので、
ロータリアン皆様に米山記念奨学生に励ましの声掛けをお願いし、年度末の挨拶と致します。
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第５・第６グループIMのご報告

佐世保西RC　会長　吉武　直亮

　主に新入会員を対象としたIMを開きたいという第５グループの岩崎ガバナー補佐の熱い思い
のもと、わが地区では２年ぶりにIMが開催されました。
　２年ぶりのIMということで、参加して良かったと思って頂けるようなIMを、如何に労力と時間と
費用をかけずにできるかやってみようということになり、コホストクラブの佐世保東RCとともに企
画してまいりました。
　内容について、第一部は駒井ガバナーに「魅力あるロータリーとは」というテーマでの基調講演
をお願いしたところ、ご快諾頂きました。
　そして、今回は思いきって懇親会を省くことにして、かわりに他クラブの会員との交流・懇親を図
るため全員が参加する形にしようと、「新入会員にとって魅力あるロータリーとは」というテーマで
のグループミーティングを企画しました。グループミーティングを開始する前に、お互いの共通点を
みつける「共通点発見ゲーム」を行うことで、互いに発言しやすい雰囲気を作ることとしました。
　いよいよ当日、駒井ガバナーよりロータリーの魅力について、新入会員にも分かりやすいご講演
をいただきました。
　次に、共通点発見ゲームでは、第６グループの前田ガバナー補佐による生演奏のもと、音楽が
止むまでの間、会員同士共通点探しを繰り返し、大いに盛り上がりました。共通点を見つけた相
手が多かった方には、ガバナーより賞品の贈呈が行われ、和やかな雰囲気のまま、ディスカッショ
ンへ移り、各会員からは自由闊達な意見が出されました。その後、各会員の意見を佐世保西RC
の田中IM実行委員長と佐世保東RCの鶴﨑会長に抜粋して発表していただきました。
　急遽開催することとなったIMですが、無事に終了し、会員の方々にも「参加して良かった」との
お言葉をいただくことができました。この報告をもちまして、ご参加いただいた皆様に対する御礼
の言葉にかえさせていただきます。
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　今年度のRYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）は、去る５月26日（土）、27日（日）
の２日間、多久RCのホストクラブのもと青少年40名、ロータリアン60名、合計100名の参加のも
と開催をされました。
　己を育む！「論語に学ぶ」というテーマで、まず講師の多久市出身武田耕一氏の講演会、その
後レクリエーションとして論語カルタで親睦を深めた後、論語の名文「直躬説話」を題材にグルー
プ討議を行いました。討議を通して親子の情愛と道徳感について各々の意見を出し合いグループ
毎に集約しました。
　２日目は、朝から多久聖廟を中心に散策した
後、グループ討議をまとめ、各グループ発表を
行い、閉講式にて終了となりました。
　参加した青少年は、論語を通して、RYLAの
基本理念である地域のリーダー養成と論語の
もつ人としての生き方、家族、人付き合いについ
て意見交換することで貴重な体験をしてくれた
事と思います。クラブ一丸となり意義あるRYLA
を開催してくれました多久ＲＣの方々に対して心から感謝申し上げます。来年は、島原南RCがホス
トクラブとなり、2019年４月20日（土）～21日（日）の２日間、雲仙の地にて「このRYLAが君を
変える」というテーマにて開催されます。地区内の指導者を育成することを目的としているRYLA
に対してこれからも多くの方々のご支援宜しくお願い致します。

第39回　RYLA報告

RYLA地区委員長　山口　宏二（長崎RC）
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2018　JAPAN　RYLAセミナー報告

青少年奉仕担当地区副幹事　下村　敬司（佐賀南RC）

　平成30年５月24日（木）～27日（日）に神戸YMCA余島野外活動センター（香川県小豆郡土庄町余
島）で開催された2018　JAPAN　RYLAセミナーに参加しました（当方は最初の２日間のみ参加）。当セ
ミナーは第2670地区（四国四県）と第2680地区（兵庫県）が毎年共同で開催されており、全国各地区か
らロータリアン及び20歳以上の青少年が参加しました。
　会場まで遠かったというのがこのセミナーに参加しての第一印象です。佐賀駅から特急や新幹線、船
を乗り継ぎ、移動に６時間ほど要しました。他地区からの参加者も「遠かった…。」と口々に言われていま
した。会場となった余島にはこの研修施設しかなく、日常の喧騒から離れ、青少年や我々ロータリアンに
とっても良い環境であったということは言うまでもありません。
　セミナーの主役は青少年ですので、基本的にロータリアンはオブザーバーとしての参加です。青少年の
グループは、Ａ～Ｄの４班（１班10人程度）に分けられ、第2670地区及び第2680地区のロータリアンが
カウンセラーとして入られていました（ロータリアン夫人もカウンセラーとして参加されていたことには驚き
ました）。
　青少年が協議等を行っている間、ロータリアンには別のカリキュラムが準備されていて、三木明 ＲＩ理
事エレクト（姫路ＲＣ）からＲＩの現状等のお話を拝聴したり、キャビン（宿泊部屋）で各地区のロータリア
ンと膝を交え、酒を酌み交わしながらざっくばらんに意見交換できたことはとても有意義なものでした。
　趣向を凝らしたセミナー内容であり非常に中身の濃いものでありますので、今後、当地区でRYLAのホ
ストとなられるクラブは、是非参加されることをお薦めします。
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2018　JAPAN　RYLAセミナー研修（5.24～27）報告

①　講義について
　ロータリークラブの海外での支援活動について詳しく勉強致しました。
　PHD協会の方からは、持続的な支援の例として牛銀行「幸福の牛」事業のことを学び、私
たちが支援を継続するのではなく、被支援者がその後継続してお金を生み出していく方法を
模索することこそが真の支援となると私は思いました。
　他にも徳島県の過疎地域を復興させようと活動されている方の話では、問題の本質をきち
んと捉え解決までの方法をどのように考え行動していくのかを学びました。
　全体をとおして前向きに堅実に目標を設定し地域のため、世界のために尽力している方々の
講義は私にとってとても刺激のあるものでした。と共に、漠然としたものですが、自分も何か出
来る。したい。というきもちを持つことができました。

②　思案の時間について
　携帯電話を講堂に置き、自然の中で一人静かに自分と一時間向き合う時間でした。携帯電
話を手放したことにより、自分を見つめなおすのにより集中することが出来ましたし、普段の生
活ではなかなか出来ない体験でしたのでとても有意義な時間を過ごすことができました。

③　バズセッション・集約について
　10人ほどでグループを作り、決まった題目について夕食後話し合い翌日それぞれのグルー
プごとにまとめた結論を発表、質疑応答しました。
　内容としては、「西遊記を読み、主要人物のリーダーとしての資質を摘出し、自分が思うリー
ダー像を話し合え」というものでした。
　確実な答えのないものを話し合い時間までに纏めるということはとても難しいもので、意見
をすり合わせるという行為が皆の意見を反映できるものでは無いということにも気付くことが
できました。

④　今回の研修で改善してほしいと思った所
　２日目のバズセッションを話し合ううえで物語を読む必要があったのですが、ページ数が多
く１班に３冊の配布だったために全員が読み上げるのに時間がかかってしまい、話し合う時
間やまとめる時間が不十分だったと感じました。
　話し合うための資料を10枚以内にしてもらうか、発表までの時間をもう少しとっていただけ
れば、より深く納得するまで話し合いが出来たのではないかと思いました。

⑤　まとめ
　私にとって今回の研修はとても意義のあるものとなりました。
　特にバズセッション・集約が一番辛く、実りの多いものでした。正直、意見の違う人間同士
喧嘩のような意見のぶつかりもあったのですが、グループのリーダーとして話し合いを最後ま
で進めることが出来たことは私に経験と自信を与えてくれました。

　今まで自分の感情を抑えることが出来ないこともままあったのですが、この経験を活かして
冷静にさらに思いやりを持って同僚との関係を見直していきたいと思いました。

レポート作成者：医療法人　清友会　畑島　敬子
（推薦RC：佐賀RC）
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第12回オリエンテーション・来日学生送別会報告

国際青少年交換委員長　藤山　英周（唐津RC）

　2017～2018年度国際青少年交換委員会第12回オリエンテーション及び来日学生送別会を2018年６
月10日諫早Ｌ＆Ｌホテルセンリュウを会場に駒井ガバナー、笠地区幹事ご臨席にて開催いたしました。
　本年度最後のオリエンテーションにてアメリカからの来日学生３名による最終プレゼンテーションを行
いました。
　彼女達は昨年８月来日以来それぞれのホストクラブ及びホストファミリーにお世話になりながら１年間
を過ごしましたのでパワーポイントの写真を見せながら毎月の思い出を語ってくれました。
　最後にお世話になったホストクラブ・ホストファミリー・交換委員会へ感謝のお礼と、日本と母国との橋
渡しになれるようこの経験を生かしていきたいとの言葉にて締めくくりました。
　駒井ガバナーより１年間の留学の成果を踏まえて今後の皆さ
んの活躍を期待しますとの励ましの言葉を頂き参加者全員にて
記念撮影を行い終了しました。
　本年度お世話になったロータリー会員及び関係者に心より感
謝申し上げます。
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第36回　ローターアクト年次大会報告

2017-2018年度ローターアクト地区代表　峯　　将洋（鹿島RAC）

　日頃よりローターアクトアクトの活動、運営につきましてはご理解、ご協力頂き誠にありがとうございます。
　2017-2018年度ローターアクト地区代表を務めました峯将洋と申します。
　2018年６月９日・10日に開催致しましたローターアクト地区年次大会につきまして無事に開催できたこ
とをご報告致します。
　今大会は長崎ローターアクトクラブをホストクラブとし長崎市にて開催致しました。
　大会テーマは「FEEL～未来への創造～」と致しました。被爆地である長崎において、戦争を知らない
私達が改めて戦争の悲惨さを知り、感じ取って頂き、次の世代を創っていくきっかけになればと思い、こ
のテーマとさせて頂きました。

　大会一日目はセントヒル長崎をメイン会場とし、活動報告及びレセプションを開催しました。活動報告
では、クラブごとに特徴を活かした発表をして頂き、各クラブの１年間の頑張りが垣間見る事ができまし
た。レセプションにおいては、他地区からのローターアクターとの交流を深め、貴重な時間を過ごす事が
できました。

　二日目は被爆者の方をお招きし、講演会を行って頂きました。
　戦争を知らない私たち世代に、戦争の恐ろしさ、平和について講話を頂きました。その後、グループごと
に分かれて、「今後、核兵器をなくす為には？」のテーマの下、ディスカッションを行い、各クラブ改めて戦
争・平和について再認識する事ができました。

　この二日間で地区内外のローターアクター、そしてロータリアンの方 と々のコミュニケーションを図るこ
とができとても有意義な大会になったのではないかと思います。
　ローターアクトの活動では様々な出会いがあります。その出会いからなる経験は私たち若い世代には貴
重な財産になっていくと思います。

　今後もローターアクトはより良い活動を行うために日々努力をしてまいります。
　ロータリアンの皆様におかれましては温かい目で見守っていただきご指導、ご 撻を賜りますようよろし
くお願い致します。
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2018年度 RI国際大会（トロント）に参加して
地区幹事　笠　　慶宣

（佐賀南RC）
　６月22日（金）、﨑永　剛パストガバナー
御夫妻と共に福岡空港を出発。ソウルに一泊
し、仁川経由でトロントへ約12時間のフライト
であった。日付変更線をまたぐ飛行であり、約
12時間の若返りの旅となる。（左写真はトロン
ト庁舎前）曇時々雨という天気であったが、ト
ロント市内を観光後、メトロトロントコンヴェン
ションセンターで大会資料を受け取り、本会

議場のエアカナダセンターへと地下鉄も利用しなが
ら向かった。公共交通機関等は、参加証となる名札
を見せれば無料であった。ちょうど、サッカーＷ杯が
開催中で、日本対セネガルのゲームが大型スクリー
ンで放映され、多くの方が観戦されていた（左写
真）。私達の本会議への参加は午後３時30分からの
２回目の開会式からであった。本大会には世界から
約２万人、日本からは約2400人の参加者ということ
であった。

　各国の国旗の入場に始まり（写真左上）、開会
宣言等のセレモニーの後、イアンH.S.ライズリーRI
会長挨拶（写真上）とつづいたが、趣向を随所に
凝らした開会式であった。
　その夜は、駒井ガバナー御夫妻主催の
地区ナイトがトロントの「Miku  Toronto」　　　　　　　
という日本料理店で開催され、国際会議の話題等
盛会のうちに懇親を深めあった。

　また会場外では、性的少数者の権利を訴えるイヴェントであるPride Weekのパレー
ドがあっていて（写真上）、シンボルである虹色の旗に彩られ歌い踊りながら多くの人が
参加していた。トロント滞在は２日間であったが有意義な国際大会参加の日 を々過ごす
ことができた。
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佐世保西RC

坂本一郎 君
第一生命㈱佐世保営業支社

支社長

佐世保中央RC

筒井琢磨 君
㈱光葉産業運輸
代表取締役

有田RC

桃﨑宣明 君
伊万里有田共立病院

院長

佐世保RC

椎山　昇 君
九十九島ベイサイドホテル＆リゾートフラックス

取締役総支配人

諫早西RC

柏木恒文 君
㈲フェイスナガサキ
代表取締役

私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

牛津RC

黒川和三 君
花祭ゴルフ倶楽部

支配人

大村RC

為永淳子 君
松月
営業所長

大村RC

生野信一郎 君
㈱浮羽園
代表取締役

大村RC

笹山龍太郎 君
トラベルコンビナート㈱

取締役

諫早RC

田村瑞男 君
㈱三恵ホールディングス

代表取締役

諫早RC

深堀博英 君
㈱十八銀行諫早支店
執行役諫早支店長

長崎RC

山内洋介 君
西部ガス㈱

執行役員長崎地区支配人

長崎北RC

原口　誠 君
原口電気㈱
代表取締役

長崎北RC

石原彰人 君
㈱JTB

長崎支店長

長崎北RC

原武一博 君
九州ワーク㈱
取締役営業部長

佐世保北RC

井上隆三 君
㈲井上プラスチック
代表取締役

唐津東RC

重松十一郎 君
一天張
店主

多久RC

井上幸子 君
㈲モモサキ
店長

諫早北RC

水元誠太 君
いちよし証券
支店長

佐賀RC

古賀直喜 君
中央警備保障㈱
専務取締役

４月入会
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 野口　　清 佐　　　賀

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

小松　敏正 佐　　　賀
吉原　崇己 佐　　　賀
本島　直幸 佐　　　賀
江副　　了 佐　賀　南
合瀨　一男 神　　　埼
空閑　彰彦 神　　　埼
迎　雅璫嗣 鹿　　　島
武部　勝海 松　　　浦
西　　貴史 大　　　村
廣渡　雅也 諫　　　早
栗林　宏光 諫　　　早
荒木　和美 諫　早　南
千葉まさこ 諫　早　南
浦中　勝美 長　崎　南
末永　　稔 長　崎　南
松尾　友平 長　崎　南
山田　　晃 長　崎　南
横田　貞三 長　崎　南
石丸　利行 長　崎　南
尾上　　徹 長　崎　南

ポール・ハリス・フェロー

古賀くみ子 佐 賀 大 和
山下　義則 鹿　　　島
角野　智志 松　　　浦
高久　和也 長　崎　南
中川　安英 長　崎　南
松本　一隆 長　崎　南
永田　修一 長　崎　南

ポリオプラス 安達　健蔵 長　　　崎

■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 柿川　純正 長　崎　東

マルチプル
大坪　恵介 佐　　　賀
合瀨　一男 神　　　埼
三浦　達美 長　崎　東

功労者

山下　雄司 佐　　　賀
副島真一郎 佐　　　賀
古賀　浩之 佐　　　賀
角田　良夫 松　　　浦
松尾　　彰 諫　早　北

諫早西RC
池田　久幸 君
（享年71歳）

長崎中央RC

松本秀一郎 君
㈱フレッシュフーズ
代表取締役

長崎出島RC

埴生健一 君
㈱東洋商行
代表取締役社長

長崎出島RC

山中重輝 君
㈱エスアールプラス
取締役社長

長崎南RC

遠山雄一 君
ANAテレマート㈱
長崎支店長

長崎東RC

安達栄太 君
安達㈱

取締役副社長
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長崎RC

水嶋英治 君
長崎歴史文化博物館

館長

長崎RC

平家達史 君
日本銀行長崎支店

支店長

佐世保RC

北野慎司 君
いちよし証券㈱
支店長

長崎北東RC

石橋　文 君
石橋文税理士事務所

所長

長崎北東RC

南里敏洋 君
ソニー生命保険㈱

私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

佐賀南RC

森永　亘 君
野中建設㈱
代表取締役

佐世保東RC

松尾誠一 君
新日本ガス㈱
代表取締役社長

鹿島RC

福重大介 君
日本生命　鹿島営業部

営業部長

鹿島RC

石川一郎 君
佐賀銀行　鹿島支店

支店長

佐世保東南RC

高比良耕一 君
㈲しぐれ茶屋
代表取締役

佐世保東南RC

前川　徹 君
前川工建㈱
代表取締役

佐賀RC

宮井博章 君
明治安田生命相互会社　佐賀支社

支社長

佐賀RC

片田真理 君
損害保険ジャパン日本興亜㈱

佐賀支店長

長崎RC

山下照彦 君
全日本空輸㈱長崎支店
執行役員長崎地区支配人

長崎RC

山川信彦 君
㈱親和銀行
営業部長

長崎RC

小崎謙太郎 君
サントリー酒類㈱長崎支店

支店長

長崎RC

和田謙太郎 君
㈱みずほ銀行　長崎支店

支店長

佐世保西RC

為永和博 君
㈱親和銀行

取締役常務執行役員

唐津東RC

有滿文俊 君
西日本発電機㈱
代表取締役社長

唐津東RC

山村恵一 君
㈱福岡銀行　唐津支店

支店長

５月入会
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

ベネファクター 小野　秀喜 諫　早　西

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

森　栄一郎 諫　早　北
岩﨑　修一 諫　早　北
光石　尚彦 諫　早　北
田川　孝弘 諫早多良見
田嶋　英夫 長 崎 北 東
中野　哲生 長 崎 北 東

ポール・ハリス・フェロー

德川　清隆 唐　　　津
アーリー・ジェフリースチュアート 諫早多良見
岡本　文夫 長 崎 北 東
久保田和典 長 崎 北 東
浜本　義文 長 崎 北 東
杉本　　潔 長 崎 北 東

ポリオプラス 梅村　良輔 佐　世　保

■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 栗林　英雄 諫　早　北

マルチプル

東島　吉隆 唐　　　津
中村　晃二 唐　　　津
森　　幸雄 平　　　戸
菖蒲　公治 諫早多良見
天本　俊太 長　　　崎

功労者

辻　　清定 武　　　雄
諸泉嘉治朗 唐　津　東
吉井　正司 唐　津　西
勝山　広孝 唐 津 中 央
松永いづみ 平　　　戸
里脇　岩男 大　村　東
橋本　満典 諫早多良見
瀬崎　陽三 長　崎　東

長崎北RC
戸北　悦生 君
（享年82歳）

長崎中央RC

志村智久 君
あいおいニッセイ同和損害保険㈱

支店長

長崎北RC

鈴木由知 君
東京海上日動火災保険㈱
長崎支店部長兼長崎支社長

長崎南RC

湯浅広高 君
SMBC日興証券㈱
長崎支店長

長崎南RC

武野氏徹 君
オリックス㈱
長崎支店長

長崎中央RC

福井直幹 君
キリンビール㈱長崎支社

支社長
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

唐津RC

深見卓司 君
早稲田大学系属　早稲田佐賀中学校・高等学校

理事・事務局長

HTB佐世保RC

谷村敬尉 君
日本生命保険相互会社

営業部長

長崎西RC

松本祐明 君
㈱テレビ長崎
報道局長

諫早多良見RC

鳩野　誠 君
日米ガス機器㈱
代表取締役社長

鹿島RC

井手　誠 君
佐賀西信用組合

監事

佐賀RC

江里口和雅 君
東京海上日動火災保険㈱佐賀支店

支店長

佐賀西RC

山田裕久 君
松尾建設㈱
代表取締役会長

福江RC

谷川久利 君
㈲ケアメイト
取締役

多久RC

村岡豊一郎 君
㈲ムラオカ・クリニック　ファーム

代表取締役

佐賀RC

蔵本雅史 君
日本銀行　佐賀事務所

事務所長

大村RC

三浦芳生 君
㈱十八銀行大村支店

支店長

福江RC

中村秀行 君
㈱十八銀行　福江支店

支店長

佐世保RC

一瀬伸彦 君
十八銀行

執行役佐世保支店長　佐世保地区本部長

佐賀RC

内村芳郎 君
九州電力㈱

執行役員　佐賀支社長

唐津中央RC

中村浩二 君
損害保険ジャパン日本興亜㈱佐賀支店唐津支社

支社長

福江RC

鈴木瑛司 君
第一生命保険㈱　福江営業オフィス

オフィス長

唐津東RC

東田　太 君
住友生命保険（相）佐賀支社　唐津営業部

営業部長

佐賀RC

島　智恭 君
NTT西日本㈱佐賀支店

支店長

唐津中央RC

松本淳一 君
㈱エムズ

代表取締役社長

６月入会
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

ベネファクター 隅　　康二 佐　賀　西

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

堤　　眞敏 佐 賀 大 和
西村　明美 神　　　埼
岡部　景光 有　　　田
古賀　秀仁 伊 万 里 西
樋口　　勉 佐 世 保 東
金澤　　一 佐 世 保 東
佐藤　英人 大　村　東

ポール・ハリス・フェロー

今泉　孝之 牛　　　津
時津芽久美 唐 津 中 央
生野信一郎 大　　　村
笹山龍太郎 大　　　村
為永　淳子 大　　　村
三浦　芳生 大　　　村
馬來　直志 諫早多良見
池田　敏明 長崎みなと

■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー
石田　賢二 大　村　東
石田　一美 大　村　東

マルチプル

福山　和彦 神　　　埼
平野功二郎 唐　津　東
福田　綱吉 伊 万 里 西
大宅　節夫 伊 万 里 西
中山　武重 伊 万 里 西
松本　直大 伊 万 里 西
仁部　義久 伊 万 里 西
福田　宥晃 雲　　　仙
石田　総一 雲　　　仙
佐藤　　誠 雲　　　仙
松村　　学 大　村　東
村川　一人 諫　　　早
松原　　究 諫　　　早
八江　正光 諫　　　早
千葉まさこ 諫　早　南
牧　　文春 長　崎　西
江上　徹也 長　崎　西
佐藤　　豊 長 崎 琴 海

功労者

池田　安正 小　　　城
井手　浩利 佐 賀 大 和
西村　明美 神　　　埼
牧原　　康 唐　津　西
上村幸四郎 松　　　浦
久保田健二 HTB佐世保
中川　英俊 HTB佐世保
吉川　幸太 大　村　東
井口　昭彦 長崎みなと
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2018年４月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 72.4 73 2 73 3 1 0 1 0 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 74 0 0 0 0 0 
小　　城 4 72.4 27 2 29 2 0 0 0 2 佐世保東 4 88.0 21 0 23 0 0 0 0 2 
牛　　津 4 82.6 32 0 32 0 1 0 1 0 佐世保北 4 99.4 42 1 44 1 1 0 1 2 
多　　久 4 79.6 37 4 38 5 1 0 1 1 佐世保中央 4 91.8 45 1 48 1 1 0 1 3 
佐賀大和 4 65.4 26 5 28 6 0 0 0 2 佐世保東南 3 71.0 28 0 36 0 0 0 0 8 
小計 74.5 195 13 200 16 3 0 3 5 HTB佐世保 4 71.0 23 3 23 2 0 0 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 59.2 39 2 42 2 0 0 0 3 小計 86.9 233 5 248 4 2 0 2 15 
佐 賀 北 4 70.0 43 2 44 1 0 0 0 1 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 81.6 51 3 51 4 3 0 3 0 
佐 賀 南 4 82.2 41 3 40 3 0 0 0 -1 島　　原 4 78.5 26 2 28 2 0 0 0 2 
神　　埼 4 79.5 41 4 39 4 0 0 0 -2 雲　　仙 4 87.9 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 3 60.7 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 4 92.0 20 1 23 1 0 0 0 3 
小計 70.3 180 12 182 11 0 0 0 2 島 原 南 4 70.0 27 1 25 1 0 0 0 -2 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 3 68.0 31 0 31 0 1 0 1 0 大 村 東 4 77.3 43 4 41 3 0 1 -1 -2 
武　　雄 4 93.9 56 4 57 4 0 0 0 1 小計 81.2 186 12 187 12 3 1 2 1 
鹿　　島 4 94.4 33 4 31 4 0 0 0 -2 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 4 77.3 73 0 76 0 2 1 1 3 
嬉　　野 4 86.3 28 2 27 2 0 0 0 -1 諫 早 北 4 69.1 74 4 71 3 1 2 -1 -3 
大　　町 4 69.6 16 0 14 0 0 0 0 -2 諫 早 西 4 85.9 43 0 46 0 1 1 0 3 
白　　石 4 60.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 78.1 32 0 31 0 0 1 -1 -1 
太　　良 4 100.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 97.1 16 6 17 8 0 1 -1 1 
小計 81.7 179 10 175 10 1 0 1 -4 小計 81.5 238 10 241 11 4 6 -2 3 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 87.6 57 0 60 0 0 0 0 3 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 90.2 78 0 77 0 1 0 1 -1 
伊 万 里 4 92.2 28 0 32 0 0 0 0 4 福　　江 3 83.8 33 0 33 0 0 0 0 0 
唐 津 東 4 83.5 51 0 52 0 1 0 1 1 長崎北東 4 80.5 38 3 37 2 0 1 -1 -1 
唐 津 西 4 87.4 31 0 34 0 0 0 0 3 福江中央 4 85.0 20 0 20 0 0 0 0 0 
伊万里西 4 91.0 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 3 72.5 49 0 45 0 0 1 -1 -4 
唐津中央 4 85.9 38 4 36 3 0 0 0 -2 長崎琴海 4 57.7 16 0 14 0 0 0 0 -2 
小計 87.9 249 4 258 3 1 0 1 9 小計 78.3 234 3 226 2 1 2 -1 -8 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 79 0 1 0 1 0 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 3 75.1 85 0 87 0 3 0 3 2 
平　　戸 4 76.3 34 2 33 2 0 0 0 -1 長 崎 南 4 78.9 71 0 69 0 1 0 1 -2 
佐世保西 4 86.4 24 2 26 3 1 0 1 2 長 崎 東 4 74.4 43 2 44 2 1 1 0 1 
北 松 浦 4 86.5 26 0 28 0 0 0 0 2 長崎みなと 4 92.0 25 1 28 1 0 0 0 3 
松　　浦 4 88.1 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 4 91.6 60 0 57 0 1 0 1 -3 
小計 87.5 191 5 196 6 2 0 2 5 長崎出島 4 78.1 59 8 63 12 2 0 2 4 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2018年４月末までの増減です。

小計 81.7 343 11 348 15 8 1 7 5 
57クラブ合計 81.3 2,228 85 2,261 90 25 10 15 33 
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2018年５月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 69.8 73 2 75 4 2 0 2 2 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 3 100.0 74 0 73 0 0 1 -1 -1 
小　　城 4 63.2 27 2 29 2 0 0 0 2 佐世保東 4 90.2 21 0 23 0 1 1 0 2 
牛　　津 3 72.0 32 0 32 0 0 0 0 0 佐世保北 4 100.0 42 1 44 1 0 0 0 2 
多　　久 4 78.3 37 4 38 5 0 0 0 1 佐世保中央 4 89.6 45 1 48 1 0 0 0 3 
佐賀大和 3 70.4 26 5 28 6 0 0 0 2 佐世保東南 4 73.6 28 0 38 0 2 0 2 10 
小計 70.7 195 13 202 17 2 0 2 7 HTB佐世保 4 70.7 23 3 23 2 0 0 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 70.9 39 2 42 2 0 0 0 3 小計 87.3 233 5 249 4 3 2 1 16 
佐 賀 北 4 63.3 43 2 44 1 0 0 0 1 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 82.0 51 3 51 4 0 0 0 0 
佐 賀 南 4 76.6 41 3 41 3 1 0 1 0 島　　原 4 77.7 26 2 28 2 0 0 0 2 
神　　埼 4 78.9 41 4 39 4 0 0 0 -2 雲　　仙 3 82.7 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 5 75.2 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 5 100.0 20 1 23 1 0 0 0 3 
小計 73.0 180 12 183 11 1 0 1 3 島 原 南 3 69.0 27 1 25 1 0 0 0 -2 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 75.1 31 0 31 0 0 0 0 0 大 村 東 4 82.5 43 4 40 3 0 1 -1 -3 
武　　雄 4 95.6 56 4 57 4 0 0 0 1 小計 82.3 186 12 186 12 0 1 -1 0 
鹿　　島 4 94.6 33 4 33 4 2 0 2 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 3 78.6 73 0 76 0 0 0 0 3 
嬉　　野 4 82.6 28 2 27 2 0 0 0 -1 諫 早 北 4 73.9 74 4 70 3 0 1 -1 -4 
大　　町 3 73.8 16 0 14 0 0 0 0 -2 諫 早 西 4 85.6 43 0 46 0 0 0 0 3 
白　　石 4 60.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 87.1 32 0 30 0 0 1 -1 -2 
太　　良 4 82.5 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 97.1 16 6 17 8 0 0 0 1 
小計 80.6 179 10 177 10 2 0 2 -2 小計 84.4 238 10 239 11 0 2 -2 1 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 86.6 57 0 59 0 0 1 -1 2 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 86.3 78 0 82 0 6 1 5 4 
伊 万 里 4 95.3 28 0 32 0 0 0 0 4 福　　江 3 88.2 33 0 33 0 0 0 0 0 
唐 津 東 4 88.9 51 0 54 0 2 0 2 3 長崎北東 4 80.0 38 3 39 3 2 0 2 1 
唐 津 西 4 83.3 31 0 34 0 0 0 0 3 福江中央 4 92.1 20 0 20 0 0 0 0 0 
伊万里西 4 93.3 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 74.0 49 0 44 0 0 1 -1 -5 
唐津中央 3 80.9 38 4 36 3 0 0 0 -2 長崎琴海 3 53.9 16 0 14 0 0 0 0 -2 
小計 88.0 249 4 259 3 2 1 1 10 小計 79.1 234 3 232 3 8 2 6 -2 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 1 0 1 1 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 82.2 85 0 87 0 1 1 0 2 
平　　戸 4 72.1 34 2 33 2 0 0 0 -1 長 崎 南 4 82.1 71 0 71 0 2 0 2 0 
佐世保西 4 88.3 24 2 27 3 1 0 1 3 長 崎 東 3 74.4 43 2 44 2 0 0 0 1 
北 松 浦 4 90.9 26 0 28 0 0 0 0 2 長崎みなと 3 90.2 25 1 28 1 0 0 0 3 
松　　浦 3 87.7 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 94.0 60 0 59 0 2 0 2 -1 
小計 87.8 191 5 198 6 2 0 2 7 長崎出島 3 85.2 59 8 63 12 0 0 0 4 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2018年５月末までの増減です。

小計 84.7 343 11 352 15 5 1 4 9 
57クラブ合計 82.0 2,228 85 2,277 92 25 9 16 49 
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2018年６月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 80.0 73 2 76 4 4 3 1 3 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 5 100.0 74 0 68 0 0 5 -5 -6 
小　　城 4 67.2 27 2 28 2 0 1 -1 1 佐世保東 4 89.1 21 0 22 0 0 1 -1 1 
牛　　津 4 78.1 32 0 32 0 0 0 0 0 佐世保北 4 100.0 42 1 43 1 0 1 -1 1 
多　　久 4 84.1 37 4 38 5 1 1 0 1 佐世保中央 4 89.6 45 1 48 1 0 0 0 3 
佐賀大和 4 71.4 26 5 27 6 0 1 -1 1 佐世保東南 4 76.1 28 0 38 0 0 0 0 10 
小計 76.2 195 13 201 17 5 6 -1 6 HTB佐世保 4 75.8 23 3 24 2 1 0 1 1 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 65.3 39 2 40 2 1 3 -2 1 小計 88.4 233 5 243 4 1 7 -6 10 
佐 賀 北 4 73.4 43 2 44 1 0 0 0 1 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 82.2 51 3 51 4 1 1 0 0 
佐 賀 南 4 84.1 41 3 40 3 0 1 -1 -1 島　　原 4 82.0 26 2 27 2 0 1 -1 1 
神　　埼 4 84.2 41 4 39 4 0 0 0 -2 雲　　仙 5 84.5 19 1 14 1 0 5 -5 -5 
佐賀空港 3 66.9 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 4 93.0 20 1 22 1 0 1 -1 2 
小計 74.8 180 12 180 11 1 4 -3 0 島 原 南 4 70.0 27 1 25 1 0 0 0 -2 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 80.8 31 0 31 0 0 0 0 0 大 村 東 4 75.0 43 4 39 3 0 1 -1 -4 
武　　雄 4 91.2 56 4 55 4 0 2 -2 -1 小計 81.1 186 12 178 12 1 9 -8 -8 
鹿　　島 4 87.1 33 4 33 4 1 1 0 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 4 74.9 73 0 75 0 0 1 -1 2 
嬉　　野 4 86.2 28 2 26 1 0 1 -1 -2 諫 早 北 4 79.3 74 4 69 3 0 1 -1 -5 
大　　町 4 66.1 16 0 14 0 0 0 0 -2 諫 早 西 4 91.1 43 0 45 0 0 1 -1 2 
白　　石 4 65.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 85.5 32 0 31 0 1 0 1 -1 
太　　良 4 100.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 94.1 16 6 16 8 0 1 -1 0 
小計 82.4 179 10 174 9 1 4 -3 -5 小計 85.0 238 10 236 11 1 4 -3 -2 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 89.3 57 0 60 0 1 0 1 3 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 84.5 78 0 81 0 0 1 -1 3 
伊 万 里 4 96.9 28 0 29 0 0 3 -3 1 福　　江 5 87.6 33 0 35 0 3 1 2 2 
唐 津 東 4 88.0 51 0 55 0 1 0 1 4 長崎北東 4 82.0 38 3 39 3 0 0 0 1 
唐 津 西 4 92.6 31 0 32 0 0 2 -2 1 福江中央 4 89.0 20 0 20 0 0 0 0 0 
伊万里西 3 93.1 44 0 40 0 0 4 -4 -4 長 崎 西 4 77.3 49 0 43 0 1 2 -1 -6 
唐津中央 5 88.0 38 4 38 3 2 0 2 0 長崎琴海 4 64.2 16 0 14 0 0 0 0 -2 
小計 91.3 249 4 254 3 4 9 -5 5 小計 80.8 234 3 232 3 4 4 0 -2 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 79 0 1 2 -1 0 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 81.7 85 0 86 0 0 1 -1 1 
平　　戸 4 84.9 34 2 32 2 0 1 -1 -2 長 崎 南 4 76.7 71 0 71 0 0 0 0 0 
佐世保西 4 82.0 24 2 26 3 0 1 -1 2 長 崎 東 5 75.7 43 2 40 2 0 4 -4 -3 
北 松 浦 4 91.3 26 0 26 0 0 2 -2 0 長崎みなと 4 88.4 25 1 28 1 0 0 0 3 
松　　浦 5 82.2 28 1 29 1 0 1 -1 1 長崎中央 4 95.6 60 0 58 0 0 1 -1 -2 
小計 88.1 191 5 192 6 1 7 -6 1 長崎出島 4 84.5 59 8 63 12 0 0 0 4 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2018年６月末までの増減です。

小計 83.8 343 11 346 15 0 6 -6 3 
57クラブ合計 83.3 2,228 85 2,236 91 19 60 -41 8
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主な活動実績
（敬称略）

Ⅰ　2017-2018 年度会員数報告（2018 年６月 30日現在による）

Ⅱ　第 2740 地区　各種表彰　受賞クラブ・受賞者紹介

■会員数報告
　地区内会員数　2,236 名　　2017 年 7月 1日現在比　８名増
　（内、女性会員　　91名　　2017 年 7月 1日現在比　６名増） 

■ガバナー特別表彰   
　My Rotary 登録優秀クラブ賞（100％登録達成）　佐世保北ロータリークラブ 
　会員増強優秀クラブ（最多新規会員 11名）　　　 佐世保東南ロータリークラブ 
　モンゴル医療支援　　香月　武 　　　　　　　　佐賀ロータリークラブ

■ロータリー財団
　100％ポール・ハリス・フェロークラブ　　　大村ロータリークラブ

■ロータリー米山記念奨学会 
　達成クラブ　　　佐世保南ロータリークラブ　　　　　　 ５千万円
　　　　　　　　　諫早ロータリークラブ　　　　　　　　 ２千万円
　　　　　　　　　福江ロータリークラブ　　　　　　　　 ２千万円
　　　　　　　　　大村東ロータリークラブ　　　　　　　 １千万円

　クラブ創立記念特別寄付
　　　　　　　　　長崎北ロータリークラブ（61周年記念）　52万円
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（単位：人）

グループ クラブ名 本年度初
会員数

うち、
女性会員

本年度中
新規会員

うち、
女性会員

本年度中
退会会員

うち、
女性会員

本年度末
会員数

うち、　
女性会員

本年度初
比増減数

うち、　
女性会員

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　　　　賀 73 2 10 2 7 0 76 4 3 2 
小　　　　　城 27 2 3 0 2 0 28 2 1 0 
牛　　　　　津 32 0 2 0 2 0 32 0 0 0 
多　　　　　久 37 4 3 1 2 0 38 5 1 1 
佐　賀　大　和 26 5 2 1 1 0 27 6 1 1 
小　　　　　計 195 13 20 4 14 0 201 17 6 4 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐　　賀　　西 39 2 4 0 3 0 40 2 1 0 
佐　　賀　　北 43 2 2 0 1 1 44 1 1 -1 
佐　　賀　　南 41 3 2 0 3 0 40 3 -1 0 
神　　　　　埼 41 4 0 0 2 0 39 4 -2 0 
佐　賀　空　港 16 1 1 0 0 0 17 1 1 0 
小　　　　　計 180 12 9 0 9 1 180 11 0 -1 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　　　　田 31 0 2 0 2 0 31 0 0 0 
武　　　　　雄 56 4 2 0 3 0 55 4 -1 0 
鹿　　　　　島 33 4 3 0 3 0 33 4 0 0 
嬉　　　　　野 28 2 0 0 2 1 26 1 -2 -1 
大　　　　　町 16 0 0 0 2 0 14 0 -2 0 
白　　　　　石 5 0 0 0 0 0 5 0 0 0 
太　　　　　良 10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 
小　　　　　計 179 10 7 0 12 1 174 9 -5 -1 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　　　　津 57 0 5 0 2 0 60 0 3 0 
伊　　万　　里 28 0 4 0 3 0 29 0 1 0 
唐　　津　　東 51 0 6 0 2 0 55 0 4 0 
唐　　津　　西 31 0 3 0 2 0 32 0 1 0 
伊　万　里　西 44 0 0 0 4 0 40 0 -4 0 
唐　津　中　央 38 4 2 0 2 1 38 3 0 -1 
小　　　　　計 249 4 20 0 15 1 254 3 5 -1 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐　　世　　保 79 0 5 0 5 0 79 0 0 0 
平　　　　　戸 34 2 1 0 3 0 32 2 -2 0 
佐　世　保　西 24 2 5 1 3 0 26 3 2 1 
北　　松　　浦 26 0 2 0 2 0 26 0 0 0 
松　　　　　浦 28 1 2 0 1 0 29 1 1 0 
小　　　　　計 191 5 15 1 14 0 192 6 1 1 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐　世　保　南 74 0 4 0 10 0 68 0 -6 0 
佐　世　保　東 21 0 3 0 2 0 22 0 1 0 
佐　世　保　北 42 1 3 0 2 0 43 1 1 0 
佐 世 保 中 央 45 1 3 0 0 0 48 1 3 0 
佐 世 保 東 南 28 0 11 0 1 0 38 0 10 0 
ＨＴＢ佐世保 23 3 2 0 1 1 24 2 1 -1 
小　　　　　計 233 5 26 0 16 1 243 4 10 -1 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　　　　村 51 3 5 1 5 0 51 4 0 1 
島　　　　　原 26 2 4 1 3 1 27 2 1 0 
雲　　　　　仙 19 1 0 0 5 0 14 1 -5 0 
大　　村　　北 20 1 4 0 2 0 22 1 2 0 
島　　原　　南 27 1 0 0 2 0 25 1 -2 0 
大　　村　　東 43 4 4 0 8 1 39 3 -4 -1 
小　　　　　計 186 12 17 2 25 2 178 12 -8 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　　　　早 73 0 4 0 2 0 75 0 2 0 
諫　　早　　北 74 4 2 0 7 1 69 3 -5 -1 
諫　　早　　西 43 0 4 0 2 0 45 0 2 0 
諫 早 多 良 見 32 0 1 0 2 0 31 0 -1 0 
諫　　早　　南 16 6 3 3 3 1 16 8 0 2 
小　　　　　計 238 10 14 3 16 2 236 11 -2 1 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　　　　崎 78 0 13 0 10 0 81 0 3 0 
福　　　　　江 33 0 5 0 3 0 35 0 2 0 
長　崎　北　東 38 3 5 1 4 1 39 3 1 0 
福　江　中　央 20 0 1 0 1 0 20 0 0 0 
長　　崎　　西 49 0 2 0 8 0 43 0 -6 0 
長　崎　琴　海 16 0 0 0 2 0 14 0 -2 0 
小　　　　　計 234 3 26 1 28 1 232 3 -2 0 

第
10
グ
ル
ー
プ

長　　崎　　北 85 0 6 0 5 0 86 0 1 0 
長　　崎　　南 71 0 6 0 6 0 71 0 0 0 
長　　崎　　東 43 2 3 0 6 0 40 2 -3 0 
長 崎 み な と 25 1 3 0 0 0 28 1 3 0 
長　崎　中　央 60 0 3 0 5 0 58 0 -2 0 
長　崎　出　島 59 8 7 4 3 0 63 12 4 4 
小　　計 343 11 28 4 25 0 346 15 3 4 

合　　　計 2,228 85 182 15 174 9 2,236 91 8 6 

2017-2018年度　会員数推移
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（単位：%）

グループ クラブ名 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 平均

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　　　　賀 71.7 78.3 73.7 73.5 78.1 77.7 80.1 75.8 70.4 72.4 69.8 80.0 75.1 
小　　　　　城 74.0 86.2 74.9 71.6 79.3 78.3 65.6 65.5 78.2 72.4 63.2 67.2 73.0 
牛　　　　　津 71.6 72.7 69.2 71.1 65.9 73.6 72.7 60.0 63.7 82.6 72.0 78.1 71.1 
多　　　　　久 84.2 80.1 83.0 83.0 80.9 84.5 81.5 83.6 78.9 79.6 78.3 84.1 81.8 
佐　賀　大　和 70.3 72.1 69.9 71.3 77.4 63.0 74.1 64.5 77.8 65.4 70.4 71.4 70.6 
小　　　　　計 74.4 77.9 74.1 74.1 76.3 75.4 74.8 69.9 73.8 74.5 70.7 76.2 74.3 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐　　賀　　西 82.8 78.9 73.3 67.9 78.8 78.6 66.7 65.8 66.9 59.2 70.9 65.3 71.3 
佐　　賀　　北 70.9 77.9 73.8 71.5 74.4 77.1 67.4 69.8 66.7 70.0 63.3 73.4 71.4 
佐　　賀　　南 85.8 85.6 83.5 89.4 90.7 88.7 80.4 76.5 72.9 82.2 76.6 84.1 83.0 
神　　　　　埼 81.5 82.2 72.2 74.9 84.5 74.2 70.6 82.2 86.0 79.5 78.9 84.2 79.2 
佐　賀　空　港 86.4 62.5 62.5 62.5 62.5 62.5 86.4 86.4 86.4 60.7 75.2 66.9 71.7 
小　　　　　計 81.5 77.4 73.1 73.2 78.2 76.2 74.3 76.1 75.8 70.3 73.0 74.8 75.3 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　　　　田 78.2 78.2 75.0 70.9 77.4 77.4 75.8 68.8 75.8 68.0 75.1 80.8 75.1 
武　　　　　雄 88.4 92.0 92.9 91.1 92.3 89.3 94.2 95.3 93.9 93.9 95.6 91.2 92.5 
鹿　　　　　島 89.4 93.9 97.0 93.2 92.4 90.9 90.2 90.2 93.9 94.4 94.6 87.1 92.3 
嬉　　　　　野 77.6 79.8 84.8 81.2 87.2 87.5 74.9 76.7 96.3 86.3 82.6 86.2 83.4 
大　　　　　町 77.1 72.5 65.6 62.5 71.9 68.9 73.3 76.8 75.7 69.6 73.8 66.1 71.2 
白　　　　　石 60.0 65.0 70.0 70.0 60.0 60.0 70.0 65.0 66.7 60.0 60.0 65.0 64.3 
太　　　　　良 87.5 95.0 100.0 85.0 90.0 93.3 100.0 90.0 92.5 100.0 82.5 100.0 93.0 
小　　　　　計 79.7 82.3 83.6 79.1 81.6 81.0 82.6 80.4 85.0 81.7 80.6 82.4 81.7 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　　　　津 89.5 92.7 90.0 91.3 89.0 92.3 89.2 91.1 88.2 87.6 86.6 89.3 89.7 
伊　　万　　里 90.5 86.7 90.0 92.5 96.0 94.4 92.7 93.6 96.9 92.2 95.3 96.9 93.1 
唐　　津　　東 89.1 89.5 87.0 84.3 87.0 88.0 88.3 78.5 82.7 83.5 88.9 88.0 86.2 
唐　　津　　西 92.3 87.2 92.5 89.2 88.0 88.5 88.8 88.1 82.8 87.4 83.3 92.6 88.4 
伊　万　里　西 97.3 93.6 95.4 94.8 93.6 92.7 98.1 95.8 95.9 91.0 93.3 93.1 94.5 
唐　津　中　央 84.7 82.3 91.7 79.2 85.2 91.4 88.5 84.7 90.8 85.9 80.9 88.0 86.1 
小　　　　　計 90.6 88.6 91.1 88.5 89.8 91.2 90.9 88.6 89.5 87.9 88.0 91.3 89.7 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐　　世　　保 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
平　　　　　戸 82.6 77.1 76.8 71.9 75.2 76.8 69.2 73.0 75.3 76.3 72.1 84.9 75.9 
佐　世　保　西 89.1 92.5 90.2 88.5 86.5 89.6 90.1 89.1 87.0 86.4 88.3 82.0 88.3 
北　　松　　浦 90.3 93.9 88.3 88.8 88.8 92.5 94.5 90.3 86.9 86.5 90.9 91.3 90.2 
松　　　　　浦 95.0 93.2 90.6 89.9 90.0 86.6 91.8 79.0 89.8 88.1 87.7 82.2 88.7 
小　　　　　計 91.4 91.3 89.2 87.8 88.1 89.1 89.1 86.3 87.8 87.5 87.8 88.1 88.6 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐　世　保　南 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
佐　世　保　東 94.0 89.3 83.9 84.1 83.0 84.8 89.4 86.4 88.0 88.0 90.2 89.1 87.5 
佐　世　保　北 98.7 93.8 95.7 98.1 100.0 99.2 100.0 99.1 99.4 99.4 100.0 100.0 98.6 
佐 世 保 中 央 93.4 95.8 87.8 89.5 90.2 90.0 86.5 89.9 89.1 91.8 89.6 89.6 90.3 
佐 世 保 東 南 86.1 87.9 70.0 69.2 70.4 66.7 61.4 63.3 66.3 71.0 73.6 76.1 71.8 
ＨＴＢ佐世保 79.7 79.5 88.9 77.9 80.8 83.1 75.6 74.1 78.2 71.0 70.7 75.8 77.9 
小　　　　　計 92.0 91.0 87.7 86.5 87.4 87.3 85.5 85.5 86.8 86.9 87.3 88.4 87.7 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　　　　村 81.3 83.5 82.3 77.1 83.5 79.9 72.9 74.1 86.1 81.6 82.0 82.2 80.5 
島　　　　　原 81.0 81.7 77.0 80.2 74.3 71.1 76.0 80.8 82.5 78.5 77.7 82.0 78.6 
雲　　　　　仙 91.1 94.1 93.1 87.6 89.5 92.0 91.7 89.3 89.1 87.9 82.7 84.5 89.4 
大　　村　　北 87.6 98.6 96.9 98.6 92.3 98.3 91.9 92.1 93.4 92.0 100.0 93.0 94.6 
島　　原　　南 69.0 67.4 71.7 70.0 68.0 70.0 70.0 70.0 71.4 70.0 69.0 70.0 69.7 
大　　村　　東 81.8 93.9 78.0 75.8 75.5 83.2 79.8 81.7 75.7 77.3 82.5 75.0 80.0 
小　　　　　計 82.0 86.5 83.2 81.6 80.5 82.4 80.4 81.3 83.0 81.2 82.3 81.1 82.1 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　　　　早 80.7 77.4 82.6 77.8 78.5 79.8 77.1 80.0 77.8 77.3 78.6 74.9 78.5 
諫　　早　　北 75.0 72.0 72.0 74.6 71.2 70.6 78.9 79.5 69.4 69.1 73.9 79.3 73.8 
諫　　早　　西 92.7 95.1 90.2 95.8 91.7 93.0 92.4 93.7 97.0 85.9 85.6 91.1 92.0 
諫 早 多 良 見 94.5 89.1 90.6 82.0 88.3 87.5 78.1 80.5 84.4 78.1 87.1 85.5 85.5 
諫　　早　　南 90.6 79.0 94.4 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2 94.4 97.1 97.1 94.1 94.4 
小　　　　　計 86.7 82.5 86.0 85.5 85.4 85.6 84.8 86.2 84.6 81.5 84.4 85.0 84.8 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　　　　崎 89.4 87.5 82.0 77.3 81.8 85.5 81.6 90.4 80.1 90.2 86.3 84.5 84.7 
福　　　　　江 91.1 90.4 85.2 81.4 87.1 90.1 88.1 89.8 84.3 83.8 88.2 87.6 87.3 
長　崎　北　東 79.9 84.6 80.3 78.6 82.5 73.8 78.0 79.5 77.9 80.5 80.0 82.0 79.8 
福　江　中　央 93.1 90.0 90.7 89.2 92.0 94.5 92.0 91.0 85.7 85.0 92.1 89.0 90.4 
長　　崎　　西 83.6 81.0 80.6 78.3 91.6 66.7 74.5 91.7 84.1 72.5 74.0 77.3 79.7 
長　崎　琴　海 62.9 53.2 58.1 53.2 54.4 67.4 53.3 74.4 51.3 57.7 53.9 64.2 58.6 
小　　　　　計 83.3 81.1 79.5 76.4 81.6 79.7 77.9 86.1 77.2 78.3 79.1 80.8 80.1 

第
10
グ
ル
ー
プ

長　　崎　　北 76.8 82.5 79.5 76.7 90.5 77.9 85.1 89.6 80.8 75.1 82.2 81.7 81.5 
長　　崎　　南 80.0 77.7 81.8 78.9 78.7 83.9 81.1 82.7 77.1 78.9 82.1 76.7 80.0 
長　　崎　　東 80.9 75.2 77.1 75.4 81.4 79.7 73.8 79.2 77.6 74.4 74.4 75.7 77.1 
長 崎 み な と 90.0 88.0 86.7 86.0 86.2 92.0 82.4 88.9 88.8 92.0 90.2 88.4 88.3 
長　崎　中　央 94.9 95.2 94.7 96.2 96.8 94.1 99.4 94.7 95.3 91.6 94.0 95.6 95.2 
長　崎　出　島 80.5 84.4 83.9 79.6 79.4 79.3 79.0 90.7 78.9 78.1 85.2 84.5 82.0 
小　　計 83.9 83.8 84.0 82.1 85.5 84.5 83.5 87.6 83.1 81.7 84.7 83.8 84.0 

合　　　計 84.5 84.4 83.3 81.5 83.5 83.3 82.5 83.0 82.9 81.3 82.0 83.3 82.8 

2017-2018年度  出席率推移
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（単位：ドル）

クラブ名 会員数 目標額 達成率 一人当たり 年次寄付 ポリオプラス 恒久基金寄付 合　計

佐　　　　賀 73 10950 41% 62.19 4,540.00 1000 0 5,540.00
小　　　　城 27 0 0% 21.48 580.00 0 0 580.00
牛　　　　津 32 1153.15 137% 49.27 1,576.58 543.86 0 2,120.44
多　　　　久 37 1000 200% 54.05 2,000.00 0 0 2,000.00
佐 賀 大 和 26 150 2924% 168.67 4,385.46 54.55 0 4,440.01
佐 賀 西 41 120 1625% 47.56 1,950.00 0 1000 2,950.00
佐 賀 北 43 0 0% 59.53 2,559.99 0 0 2,559.99
佐 賀 南 41 0 0% 287.80 11,800.00 0 0 11,800.00
神　　　　埼 41 6150 105% 158.03 6,479.19 0 0 6,479.19
佐 賀 空 港 16 0 0% 21.25 340.00 0 0 340.00
有　　　　田 31 0 0% 41.94 1,300.00 0 0 1,300.00
武　　　　雄 56 5500 106% 104.20 5,835.13 0 0 5,835.13
鹿　　　　島 33 5769 98% 171.16 5,648.12 0 0 5,648.12
嬉　　　　野 28 2800 77% 76.56 2,143.58 0 0 2,143.58
大　　　　町 16 0 0% 21.88 350.00 0 0 350.00
白　　　　石 5 0 0% 20.00 100.00 0 0 100.00
太　　　　良 10 0 0% 5.00 50.00 0 0 50.00
唐　　　　津 57 2000 56% 19.63 1,119.00 0 0 1,119.00
伊 万 里 28 0 0% 107.14 3,000.00 0 0 3,000.00
唐 津 東 51 3000 68% 39.80 2,030.00 0 0 2,030.00
唐 津 西 31 3100 10% 10.48 325.00 0 0 325.00
伊 万 里 西 44 0 0% 22.73 1,000.00 0 0 1,000.00
唐 津 中 央 38 3800 36% 36.18 1,375.00 0 0 1,375.00
佐 世 保 79 3000 82% 31.14 2,460.00 1500 0 3,960.00
平　　　　戸 34 0 0% 58.82 2,000.00 0 0 2,000.00
佐 世 保 西 24 2000 264% 220.08 5,281.82 270.27 1036.04 6,588.13
北 松 浦 26 1500 73% 42.31 1,100.00 0 0 1,100.00
松　　　　浦 28 4500 108% 173.21 4,850.00 0 0 4,850.00
佐 世 保 南 74 6000 167% 135.14 10,000.00 1000 1000 12,000.00
佐 世 保 東 21 0 0% 158.72 3,333.16 681.75 0 4,014.91
佐 世 保 北 42 7000 107% 177.93 7,473.00 0 1000 8,473.00
佐世保中央 45 3000 100% 66.67 3,000.00 0 0 3,000.00
佐世保東南 28 0 0% 130.08 3,642.16 0 0 3,642.16
ＨＴＢ佐世保 23 3450 61% 90.91 2,090.93 0 0 2,090.93
大　　　　村 51 0 0% 223.53 11,400.00 2000 0 13,400.00
島　　　　原 26 0 0% 151.05 3,927.26 672.73 0 4,599.99
雲　　　　仙 19 0 0% 41.05 780.00 0 0 780.00
大 村 北 20 0 0% 62.50 1,250.00 0 0 1,250.00
島 原 南 27 0 0% 37.04 1,000.00 0 0 1,000.00
大 村 東 43 6450 62% 93.02 4,000.00 0 0 4,000.00
諌　　　　早 73 10950 41% 61.37 4,480.00 0 0 4,480.00
諌 早 北 75 0 0% 103.07 7,730.00 0 0 7,730.00
諌 早 西 43 6450 44% 66.51 2,860.00 0 1000 3,860.00
諌早多良見 32 3400 135% 143.39 4,588.52 455.07 0 5,043.59
諌 早 南 16 0 0% 83.75 1,340.00 1114.31 0 2,454.31
長　　　　崎 78 11700 48% 72.55 5,659.13 2500 1000 9,159.13
福　　　　江 33 4950 23% 35.15 1,160.00 500 350 2,010.00
長 崎 北 東 38 3900 83% 85.28 3,240.65 3543.09 0 6,783.74
福 江 中 央 20 3450 71% 122.50 2,450.00 0 0 2,450.00
長 崎 西 49 6360 44% 56.83 2,784.86 1000 0 3,784.86
長 崎 琴 海 16 2400 13% 18.75 300.00 0 0 300.00
長 崎 北 85 8500 218% 217.65 18,500.40 1000 0 19,500.40
長 崎 南 71 10000 172% 242.39 17,209.55 0 0 17,209.55
長 崎 東 43 0 0% 170.93 7,350.00 0 0 7,350.00
長崎みなと 25 18.01 6330% 45.60 1,140.00 259.26 0 1,399.26
長 崎 中 央 60 9000 87% 130.04 7,802.56 1500 0 9,302.56
長 崎 出 島 59 5900 112% 111.86 6,600.00 0 1000 7,600.00
２７４０地区 4,629.63 1981.58 6,611.21
合　　　　計 2231 102.15 227,900.68 21576.47 7386.04 256,863.19

※目標額の設定がmy Rotary からの入力となっておりますので、入力がなされていないクラブは目標額・達成率が出ておりません。

■ ロータリー財団クラブ別寄付額　2017年７月１日～2018年６月30日
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（単位：円）

クラブ名 今年度
普通単価

今期
普通寄付

今期
特別寄付

今期
合計

会員数
（１月１日）

個人平均
寄付額

普通寄付金
累計額

特別寄付金
累計額 寄付累計額

佐　　　　賀 6,000 435,000 400,000 835,000 72  11,597 13,881,000 18,010,000 31,891,000
小　　　　城 3,000 88,500 290,500 379,000 30  12,633 3,751,750 5,913,500 9,665,250
牛　　　　津 3,000 94,500 0 94,500 31  3,048 3,402,250 8,900,000 12,302,250
多　　　　久 3,000 112,500 0 112,500 38  2,960 3,213,000 4,250,000 7,463,000
佐 賀 大 和 3,000 94,500 400,000 494,500 28  17,661 1,712,500 6,546,250 8,258,750
佐 賀 西 16,000 234,000 0 234,000 42  5,571 10,207,150 12,450,000 22,657,150
佐 賀 北 5,000 225,000 651,000 876,000 45  19,467 6,570,750 9,585,000 16,155,750
佐 賀 南 4,000 164,000 1,000,000 1,164,000 42  27,714 3,540,500 5,523,000 9,063,500
神　　　　埼 4,500 184,500 525,500 710,000 40  17,750 3,248,250 5,545,407 8,793,657
佐 賀 空 港 2,000 40,000 0 40,000 17  2,352 870,900 0 870,900
有　　　　田 4,000 128,000 108,000 236,000 32  7,375 5,124,000 2,578,000 7,702,000
武　　　　雄 4,000 224,000 397,000 621,000 56  11,089 8,484,650 8,786,950 17,271,600
鹿　　　　島 4,000 132,000 300,000 432,000 33  13,090 6,130,450 7,000,000 13,130,450
嬉　　　　野 2,000 112,000 0 112,000 28  4,000 2,934,500 1,680,000 4,614,500
大　　　　町 2,000 28,000 0 28,000 15  1,866 3,495,000 2,890,000 6,385,000
白　　　　石 2,000 10,000 0 10,000 5  2,000 2,396,000 1,360,000 3,756,000
太　　　　良 2,000 20,000 0 20,000 10  2,000 660,000 2,000,000 2,660,000
唐　　　　津 3,000 177,000 300,000 477,000 59  8,084 7,055,570 12,000,000 19,055,570
伊 万 里 4,000 116,000 200,000 316,000 30  10,533 6,448,700 10,220,000 16,668,700
唐 津 東 4,000 208,000 200,000 408,000 53  7,698 5,950,750 8,435,000 14,385,750
唐 津 西 4,000 130,000 300,000 430,000 33  13,030 5,432,500 8,830,000 14,262,500
伊 万 里 西 4,500 198,000 500,000 698,000 44  15,864 6,933,000 15,144,000 22,077,000
唐 津 中 央 3,000 112,500 900,000 1,012,500 37  27,364 2,271,500 10,930,000 13,201,500
佐 世 保 3,000 240,000 246,000 486,000 79  6,151 10,177,300 74,963,000 85,140,300
平　　　　戸 4,000 132,000 200,000 332,000 32  10,375 5,456,450 12,352,435 17,808,885
佐 世 保 西 3,000 78,000 219,000 297,000 26  11,423 5,011,950 17,944,000 22,955,950
北 松 浦 4,000 104,000 100,000 204,000 27  7,555 4,911,500 11,296,370 16,207,870
松　　　　浦 4,400 132,000 400,000 532,000 30  17,733 3,902,500 7,286,221 11,188,721
佐 世 保 南 2,000 149,000 1,400,000 1,549,000 75  20,653 8,693,300 42,848,846 51,542,146
佐 世 保 東 2,000 44,000 165,000 209,000 22  9,500 6,026,500 18,107,679 24,134,179
佐 世 保 北 2,000 85,000 800,000 885,000 43  20,581 3,400,250 32,400,000 35,800,250
佐世保中央 2,000 91,000 100,000 191,000 46  4,152 3,148,000 7,100,000 10,248,000
佐世保東南 4,200 126,000 0 126,000 32  3,937 1,479,000 1,700,000 3,179,000
ＨＴＢ佐世保 4,000 92,000 200,000 292,000 23  12,696 2,302,000 4,800,000 7,102,000
大　　　　村 4,000 204,000 300,000 504,000 51  9,882 6,657,350 4,784,000 11,441,350
島　　　　原 3,000 78,000 100,000 178,000 26  6,846 4,772,550 2,400,000 7,172,550
雲　　　　仙 4,000 76,000 350,000 426,000 19  22,421 4,740,250 8,059,500 12,799,750
大 村 北 1,000 41,000 100,000 141,000 21  6,714 3,513,000 6,220,000 9,733,000
島 原 南 4,000 104,000 100,000 204,000 26  7,846 2,362,000 1,200,000 3,562,000
大 村 東 3,000 129,000 570,000 699,000 43  16,256 2,914,500 7,150,000 10,064,500
諌　　　　早 3,000 222,000 400,000 622,000 75  8,293 6,901,250 13,600,000 20,501,250
諌 早 北 4,000 294,000 900,000 1,194,000 73  16,356 8,579,000 26,460,000 35,039,000
諌 早 西 4,000 178,000 300,000 478,000 46  10,391 3,654,250 6,900,000 10,554,250
諌早多良見 4,000 128,000 258,850 386,850 32  12,089 2,881,500 5,864,886 8,746,386
諌 早 南 2,000 34,000 100,000 134,000 18  7,444 1,700,500 1,931,000 3,631,500
長　　　　崎 5,000 405,000 467,116 872,116 83  10,507 17,468,850 32,067,616 49,536,466
福　　　　江 4,000 134,000 130,000 264,000 34  7,764 5,935,250 14,083,449 20,018,699
長 崎 北 東 4,000 156,000 452,000 608,000 37  16,432 7,146,000 26,461,500 33,607,500
福 江 中 央 4,000 82,000 150,000 232,000 21  11,047 5,134,000 17,060,647 22,194,647
長 崎 西 4,000 196,000 523,000 719,000 45  15,978 6,372,160 17,613,840 23,986,000
長 崎 琴 海 2,000 32,000 100,000 132,000 16  8,250 1,280,500 4,933,830 6,214,330
長 崎 北 4,000 340,000 1,152,500 1,492,500 86  17,355 12,109,500 25,768,000 37,877,500
長 崎 南 4,000 284,000 963,000 1,247,000 71  17,563 13,263,050 32,727,783 45,990,833
長 崎 東 4,000 174,000 700,000 874,000 44  19,863 12,312,100 22,155,000 34,467,100
長崎みなと 3,000 75,000 120,000 195,000 25  7,800 3,586,250 8,750,000 12,336,250
長 崎 中 央 5,000 297,500 350,000 647,500 59  10,974 5,361,500 11,176,000 16,537,500
長 崎 出 島 4,000 242,000 348,000 590,000 62  9,516 2,809,000 9,677,000 12,486,000
２７４０その他 0 0 500,000 500,000 0 0 2,251,000 12,360,500 14,611,500

合　　　　計 8,446,500 19,736,466 28,182,966 2,268 12,426 311,928,730 718,780,209 1,030,708,939

■ 米山記念奨学会寄付金明細表　2017年７月１日～2018年６月30日
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■ ロータリー財団寄付者 ※メジャードナーは、クラブの月報に基づいていますが、
　その他は、国際ロータリー財団本部からの認証者リスト
　に基づいています。

★メジャードナー
氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
野　口　　　清 佐　　　　　賀
駒　井　英　基 佐　　賀　　南
福　田　金　治 佐　　世　　保
岩　崎　邦　臣 佐　世　保　西
前　田　一　彦 佐　世　保　南
古　賀　良　一 佐　世　保　南
福　田　俊　郎 佐　世　保　北
緒　方　信　行 佐　世　保　北
石　坂　和　彦 大　　　　　村
菊　池　廣　行 大　　村　　北
宮　﨑　清　彰 諫　　早　　北
岩　永　信　昭 長　崎　北　東
上　戸　政　明 長　　崎　　南
内　田　信　康 長　　崎　　東
塚　﨑　　　寛 長　崎　中　央

★マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
小　松　敏　正 佐　　　　　賀
吉　原　崇　己 佐　　　　　賀
本　島　直　幸 佐　　　　　賀
諸　隈　正　剛 多　　　　　久
堤　　　眞　敏 佐　賀　大　和
藤　井　義　博 佐　　賀　　南
田　中　洋　介 佐　　賀　　南
高　森　紘　二 佐　　賀　　南
石　橋　一　雄 佐　　賀　　南
古宇田　れい子 佐　　賀　　南
内　田　光　俊 佐　　賀　　南
北　島　恭　一 佐　　賀　　南
金　武　良　弘 佐　　賀　　南
笠　　　慶　宣 佐　　賀　　南
江　副　　　了 佐　　賀　　南
吉　岡　　　励 神　　　　　埼
福　山　和　彦 神　　　　　埼
合　瀨　一　男 神　　　　　埼
空　閑　彰　彦 神　　　　　埼
西　村　明　美 神　　　　　埼
岡　部　景　光 有　　　　　田
樋　渡　千　春 武　　　　　雄
迎　　　雅璫嗣 鹿　　　　　島
白　川　十　郎 伊　　万　　里
古　賀　秀　仁 伊　万　里　西
山　﨑　　　弘 平　　　　　戸
加賀江　順　市 平　　　　　戸
福　田　輝　機 佐　世　保　西
﨑　田　誠　伸 佐　世　保　西
松　浦　孝　明 松　　　　　浦
朝　永　春　郎 松　　　　　浦
武　部　勝　海 松　　　　　浦
雪　竹　弘　男 佐　世　保　南
作　元　誠　司 佐　世　保　南
小　川　　　信 佐　世　保　南

氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
西　沢　雅　幸 佐　世　保　南
宇　土　義　継 佐　世　保　南
藤　永　辰　弘 佐　世　保　南
村　田　純　一 佐　世　保　南
長　野　公　道 佐　世　保　東
樋　口　　　勉 佐　世　保　東
金　澤　　　一 佐　世　保　東
藤　井　良　介 佐　世　保　北
渡　会　祐　二 佐　世　保　北
小　川　一　貴 佐　世　保　北
小　川　　　寛 佐　世　保　北
近　藤　竜　一 佐　世　保　北
永　田　武　義 佐　世　保　北
森　本　英　敏 大　　　　　村
西　川　義　文 大　　　　　村
本　田　嘉　彦 大　　　　　村
溝　上　善　造 大　　　　　村
西　　　貴　史 大　　　　　村
花　田　勝　美 島　　　　　原
吉　川　幸　太 大　　村　　東
髙　木　　　栄 大　　村　　東
佐　藤　英　人 大　　村　　東
久　保　元　治 諫　　　　　早
廣　渡　雅　也 諫　　　　　早
栗　林　宏　光 諫　　　　　早
千　葉　憲　哉 諫　　早　　北
辻　本　　　隆 諫　　早　　北
森　　　栄一郎 諫　　早　　北
岩　﨑　修　一 諫　　早　　北
光　石　尚　彦 諫　　早　　北
田　川　孝　弘 諫 早 多 良 見
荒　木　和　美 諫　　早　　南
千　葉　まさこ 諫　　早　　南
安　達　健　蔵 長　　　　　崎
田　嶋　英　夫 長　崎　北　東
中　野　哲　生 長　崎　北　東
神之浦　　　潔 福　江　中　央
安　永　勝　信 長　　崎　　西
中　部　省　三 長　　崎　　北
中　嶋　久　光 長　　崎　　北
上　田　明　子 長　　崎　　北
林　　　敏　幸 長　　崎　　北
浦　中　勝　美 長　　崎　　南
末　永　　　稔 長　　崎　　南
松　尾　友　平 長　　崎　　南
山　田　　　晃 長　　崎　　南
横　田　貞　三 長　　崎　　南
石　丸　利　行 長　　崎　　南
尾　上　　　徹 長　　崎　　南
馬　場　政　廣 長　　崎　　東
本　田　徳　光 長　崎　中　央
岡　田　康　信 長　崎　中　央
田　中　達　也 長　崎　中　央
川　西　嘉　則 長　崎　中　央
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氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
小　宮　裕　之 長　崎　中　央
徳　永　辰　夫 長　崎　中　央
増　井　直　実 長　崎　中　央
尾　上　信　哉 長　崎　中　央

★ポール・ハリス・フェロー
氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
今　泉　孝　之 牛　　　　　津
古　井　俊　路 多　　　　　久
井　手　浩　利 佐　賀　大　和
古　賀　くみ子 佐　賀　大　和
平　野　　　実 武　　　　　雄
井　手　美知子 武　　　　　雄
山　下　義　則 鹿　　　　　島
德　川　清　隆 唐　　　　　津
松　本　壽　雄 伊　　万　　里
坂　本　慎一郎 唐　　津　　東
時　津　芽久美 唐　津　中　央
辻　田　智　一 北　　松　　浦
角　野　智　志 松　　　　　浦
太　田　博　道 佐　世　保　南
下　川　弘　樹 佐　世　保　南
鶴　﨑　耕　一 佐　世　保　東
岡　田　文　俊 佐 世 保 中 央
芥　川　圭一郎 佐 世 保 中 央
田　中　啓　輔 佐 世 保 中 央
森　山　隆　明 佐 世 保 東 南
森　　　広　康 大　　　　　村
芦　塚　義　幸 大　　　　　村
御　厨　幹　生 大　　　　　村
野　島　進　吾 大　　　　　村
太　田　陽　子 大　　　　　村
宮　本　　　朗 大　　　　　村
田　原　範　隆 大　　　　　村
梅　澤　成　朗 大　　　　　村
大　塚　真　一 大　　　　　村
山　﨑　　　進 大　　　　　村
小佐々　佳　生 大　　　　　村
冨　永　五　郎 大　　　　　村
西　原　克　美 大　　　　　村
佐　藤　和　也 大　　　　　村
齊　藤　　　謙 大　　　　　村
内　川　浩　毅 大　　　　　村
山　田　昌登嗣 大　　　　　村
小　又　三　正 大　　　　　村
本　川　博　崇 大　　　　　村
生　野　信一郎 大　　　　　村
笹　山　龍太郎 大　　　　　村
為　永　淳　子 大　　　　　村
三　浦　芳　生 大　　　　　村
石　本　仁太郎 諫　　早　　北
御　厨　善　光 諫　　早　　西
塚　原　浩　三 諫　　早　　西

氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
アーリー・ジェフリースチュアート 諫 早 多 良 見
馬　來　直　志 諫 早 多 良 見
岡　本　文　夫 長　崎　北　東
久保田　和　典 長　崎　北　東
浜　本　義　文 長　崎　北　東
杉　本　　　潔 長　崎　北　東
高　久　和　也 長　　崎　　南
中　川　安　英 長　　崎　　南
松　本　一　隆 長　　崎　　南
永　田　修　一 長　　崎　　南
池　田　敏　明 長 崎 み な と
光　富　智　子 長　崎　出　島

★ベネファクター
氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
隅　　　康　二 佐　　賀　　西
川　尻　　　治 佐　世　保　南
峯　　　徳　秀 佐　世　保　北
小　野　秀　喜 諫　　早　　西
前　原　晃　昭 長　　　　　崎
松　園　　　隆 長　崎　出　島

★法人（年次基金シェア）
法　人　名 ク　ラ　ブ　名
㈱ 親 和 土 建 長　　崎　　北

★ポリオ・プラス
ク　ラ　ブ　名

梅　村　良　輔 佐　　世　　保
溝　口　尚　則 佐　　世　　保
安　達　健　蔵 長　　　　　崎
中　部　省　三 長　　崎　　北

佐　　　　　　　　賀
牛　　　　　　　　津
佐　　賀　　大　　和
佐　　世　　保　　西
佐　　世　　保　　南
佐　　世　　保　　東
大　　　　　　　　村
島　　　　　　　　原
諫 早 多 良 見
諫 早 南
長　　　　　　　　崎
福　　　　　　　　江
長　　崎　　北　　東
長 崎 西
長 崎 北
長 崎 み な と
長　　崎　　中　　央
２ ７ ４ ０ 地 区
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■ 米山記念奨学会寄付者
★米山功労者（メジャードナー）

氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
堤　　　和　之 佐　賀　大　和
白　川　十　郎 伊　　万　　里
朝　永　春　郎 松　　　　　浦
前　田　一　彦 佐　世　保　南
雪　竹　弘　男 佐　世　保　南
福　田　俊　郎 佐　世　保　北
南　野　　　健 大　　村　　北
石　田　賢　二 大　　村　　東
石　田　一　美 大　　村　　東
川　野　恒　雄 諫　　早　　北
栗　林　英　雄 諫　　早　　北
宮　﨑　清　彰 諫　　早　　北
馬　場　政　廣 長　　崎　　東
柿　川　純　正 長　　崎　　東

★米山功労者（マルチプル）
氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
大　坪　恵　介 佐　　　　　賀
福　元　裕　二 佐　　賀　　北
川　副　隆　裕 佐　　賀　　南
成　清　啓　二 佐　　賀　　南
鐘ヶ江　輝　昭 佐　　賀　　南
菰　田　秀　三 佐　　賀　　南
園　田　嘉　生 佐　　賀　　南
岡　崎　信一郎 佐　　賀　　南
合　瀨　一　男 神　　　　　埼
福　山　和　彦 神　　　　　埼
久　保　康　俊 武　　　　　雄
花　島　光　喜 鹿　　　　　島
志田原　　　哲 唐　　　　　津
中　村　晃　二 唐　　　　　津
東　島　吉　隆 唐　　　　　津
平　野　功二郎 唐　　津　　東
福　田　綱　吉 伊　万　里　西
大　宅　節　夫 伊　万　里　西
中　山　武　重 伊　万　里　西
松　本　直　大 伊　万　里　西
仁　部　義　久 伊　万　里　西
深　谷　誓　志 唐　津　中　央
中　江　　　貢 唐　津　中　央
大　神　邦　明 佐　　世　　保
森　　　幸　雄 平　　　　　戸

氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
赤　木　行　秀 北　　松　　浦
太　田　晴　康 松　　　　　浦
小　川　　　信 佐　世　保　南
太　田　博　道 佐　世　保　南
矢　次　保　夫 佐　世　保　南
山　口　嘉　浩 佐　世　保　南
池　田　敏　章 佐　世　保　南
川　尻　　　治 佐　世　保　南
村　田　純　一 佐　世　保　南
古　賀　良　一 佐　世　保　南
相　良　紘一郎 佐　世　保　南
上　村　　　昇 佐　世　保　南
藤　井　良　介 佐　世　保　北
深　町　　　等 佐　世　保　北
近　藤　竜　一 佐　世　保　北
古　賀　新　二 佐　世　保　北
宮　原　明　夫 佐　世　保　北
渡　会　祐　二 佐　世　保　北
村　瀬　高　広 佐　世　保　北
石　坂　和　彦 大　　　　　村
髙　瀬　正　之 大　　　　　村
本　多　善　彦 雲　　　　　仙
福　田　宥　晃 雲　　　　　仙
石　田　総　一 雲　　　　　仙
佐　藤　　　誠 雲　　　　　仙
為　永　伸　夫 大　　村　　東
松　村　　　学 大　　村　　東
秀　山　達　也 諫　　　　　早
村　川　一　人 諫　　　　　早
松　原　　　究 諫　　　　　早
八　江　正　光 諫　　　　　早
宮　本　峻　光 諫　　早　　西
菖　蒲　公　治 諫 早 多 良 見
千　葉　まさこ 諫　　早　　南
安　達　健　蔵 長　　　　　崎
天　本　俊　太 長　　　　　崎
山　下　　　実 福　　　　　江
岩　永　信　昭 長　崎　北　東
神之浦　　　潔 福　江　中　央
佐々木　祥　一 福　江　中　央
田　中　克　憲 長　　崎　　西
島　田　靖　彦 長　　崎　　西
牧　　　文　春 長　　崎　　西
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氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
江　上　徹　也 長　　崎　　西
佐　藤　　　豊 長　崎　琴　海
中　嶋　久　光 長　　崎　　北
﨑　永　　　剛 長　　崎　　北
小　川　春　彌 長　　崎　　南
大　田　義　弘 長　　崎　　東
三　浦　達　美 長　　崎　　東
岡　田　康　信 長　崎　中　央
本　田　徳　光 長　崎　中　央

★米山功労者
氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
山　下　雄　司 佐　　　　　賀
副　島　真一郎 佐　　　　　賀
古　賀　浩　之 佐　　　　　賀
池　田　安　正 小　　　　　城
井　手　浩　利 佐　賀　大　和
奥　田　律　雄 佐　　賀　　南
藤　井　義　博 佐　　賀　　南
江　副　　　了 佐　　賀　　南
神　代　　　剛 佐　　賀　　南
西　村　明　美 神　　　　　埼
谷　口　　　優 武　　　　　雄
辻　　　清　定 武　　　　　雄
織　田　喜　六 鹿　　　　　島
山　下　義　則 鹿　　　　　島
松　本　壽　雄 伊　　万　　里
諸　泉　嘉治朗 唐　　津　　東
山　辺　忠　厚 唐　　津　　西
吉　井　正　司 唐　　津　　西
牧　原　　　康 唐　　津　　西
勝　山　広　孝 唐　津　中　央
富　永　雅　弘 佐　　世　　保
松　永　いづみ 平　　　　　戸
角　田　良　夫 松　　　　　浦
上　村　幸四郎 松　　　　　浦
山　口　富　嘉 佐　世　保　南
中　嶋　英　博 佐　世　保　南
須　﨑　満　弘 佐　世　保　東
糸　瀬　　　新 佐 世 保 中 央
久保田　健　二 ハウステンボス佐世保
中　川　英　俊 ハウステンボス佐世保

氏　　　名 ク　ラ　ブ　名
中　島　　　悟 大　　　　　村
花　田　勝　美 島　　　　　原
森　　　　　誠 島　　原　　南
里　脇　岩　男 大　　村　　東
吉　川　幸　太 大　　村　　東
松　尾　　　彰 諫　　早　　北
草　野　惠　介 諫　　早　　西
橋　本　満　典 諫 早 多 良 見
川　島　邦　元 長　　崎　　北
山　本　きよみ 長　　崎　　東
瀬　崎　陽　三 長　　崎　　東
井　口　昭　彦 長 崎 み な と
安　田　伸　幸 長　崎　中　央
松　園　　　隆 長　崎　出　島
鶴　田　　　修 長　崎　出　島
福　島　　　誠 長　崎　出　島

★米山功労クラブ
ク　ラ　ブ　名

佐　　　　　　　　賀
佐 賀 北
佐 賀 南
鹿　　　　　　　　島
唐　　　　　　　　津
伊　　万　　里　　西
松　　　　　　　　浦
佐　　世　　保　　南
佐　　世　　保　　東
佐　　世　　保　　北
雲　　　　　　　　仙
大 村 東
諫 早 北
長　　　　　　　　崎
福　　　　　　　　江
福　　江　　中　　央
長 崎 北
長 崎 南
長 崎 東
長　　崎　　中　　央
２ ７ ４ ０ そ の 他
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2018学年度　米山奨学生・世話クラブ

氏名 氏名
（カナ）

性
別 国籍 学校名 課程 学年 期間 専攻 世話

クラブ名

張　舒 チョウジョ 女 中国 佐賀大学 博士 ４年 18 システム
創成科学 佐賀北

ファン ティ
マイ ツゥン

ファン ティ
マイ ツゥン 女 ベトナム 活水女子大学 学部 ４年 18 現代日本文化 長崎南

戴　娟娟 タイ ケンケン 女 中国 佐賀大学 博士 ２年 18 システム
創成科学 佐賀南

マハムド
ムハッマドアル

マハムド
ムハッマドアル 男 バングラデシュ 佐賀大学 博士 ２年 18・19 システム

創成科学 佐賀

劉　彦君 リュウ ゲンクン 女 中国 佐賀大学 学部 ４年 18 経営 佐賀西

趙　廷仁 チョ ジョンイン 女 韓国 西九州大学 修士 ２年 18
地域生活
支援学専攻

（博士前期課程）
佐賀大和

シュレスタ， 
アビシェク

シュレスタ， 
アビシェク 男 ネパール 長崎ウエスレヤン大学 学部 ４年 18 外国語 諫早西

熊　晞敏 ユウ キビン 女 中国 長崎外国語大学 学部 ４年 18 日本語 長崎琴海

孫　明悦 ソン メイエツ 女 中国 長崎県立大学 修士 ２年 18 情報メディア学 長崎北

朴　基栄 パク キヨン 男 韓国 長崎国際大学 学部 ４年 18 国際観光 大村

梁　韵盈 リョウ ウンエイ 女 中国 長崎総合
科学大学 修士 ２年 18 環境計画学 長崎西

王　金輝 オウ キンキ 男 中国 長崎大学 博士 ３年 18 生産システム
工学 雲仙

コラック，
アルペレン
ムスタファ

コラック，
アルペレン
ムスタファ

男 トルコ 長崎大学 博士 ２年 18・19 グリーンシステム創成科学 長崎中央

鄭　婕 テイ ショウ 女 中国 長崎大学 修士 ３年 18 教職実践 大村北

于　洪鈞 ウ コウキン 男 中国 長崎県立大学 学部 ３年 17・18 経済学科 佐世保南

金　善恵 キム ソネ 女 韓国 長崎大学 学部 ３年 17・18 幼稚園 長崎出島
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国際青少年交換学生
■2017-18年度　派遣学生

氏　　　名 在　籍　校 派　遣　国 スポンサークラブ

徳　永　裕　隆 武 雄 高 等 学 校 オーストラリア 有　　　　　田

織　田　やわら 聖和女子学院高等学校 ア　メ　リ　カ 鹿　　　　　島

本　城　あかり 聖和女子学院高等学校 ア　メ　リ　カ 佐　世　保　南

福　田　陽　斗 長崎日本大学高等学校 オーストラリア 雲　　　　　仙

■2017-18年度　来日学生
氏　　　名 在　籍　校 派　遣　国 ホストクラブ

Breanna  Leslie  GRAY 小 浜 高 等 学 校 オーストラリア 雲　　　　　仙

Violet Abigail Baker 活 水 高 等 学 校 ア　メ　リ　カ 長　　　　　崎

Lauren Alexandra Owens 鹿　　島　　高　　校 ア　メ　リ　カ 鹿　　　　　島

Molly Elizabeth Ernest 聖和女子学院高等学校 ア　メ　リ　カ 佐　世　保　南

Jordana Lee Booth 有 田 工 業 高 校 オーストラリア 有　　　　　田

■2018-19年度　派遣学生
氏　　　名 在　籍　校 派　遣　国 スポンサークラブ

森　　　安　奈 活 水 高 等 学 校 ア　メ　リ　カ 長　　　　　崎

花　原　和　希 諫早商業高等学校 ア　メ　リ　カ 諫　　早　　北

城　岩　華　香 長崎日本大学高等学校 ア　メ　リ　カ 諫　　早　　南

岡　　　澄　玲 純心女子高等学校 オーストラリア 長　崎　中　央

■2018-19年度　来日学生
氏　　　名 在　籍　校 派　遣　国 ホストクラブ

 Ivy Estrella BURT 諫 早商業高等学校 ア　メ　リ　カ 諫　　早　　北

Madison Page MERRITT 長崎日本大学高等学校 ア　メ　リ　カ 諫　　早　　南
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インターアクトクラブ一覧

ローターアクトクラブ一覧

ＩＡＣ名 提唱ＲＣ 創　　立 例会日時 事務局住所

佐 賀 清 和 高 校 佐　　賀 1972.  7.27 第３木 16:30 〒849-0919 佐賀市兵庫北２丁目14-1

牛 津 高 校 牛　　津 1982.  7.17 水 16:00 〒849-0303 小城市牛津町牛津274

佐 賀 女 子 高 校 佐 賀 北 1978.  9.19 第１・３木 13:10 〒840-0047 佐賀市与賀町153-1

有 田 工 業 高 校 有　　田 1965.  2.24 水 〒844-0012 西松浦郡有田町桑古場乙2902

武 雄 高 校 武　　雄 1967.12.13 不　定 〒843-0024 武雄市武雄町大字富岡7719 武雄商工会議所内 武雄RC

唐 津 西 高 校 唐　　津 1969.11.10
月１水 17:30 〒847-0012 唐津市大名小路1-54

唐津商工会館5F唐津RC月１土 15:30

西 海 学 園 高 校 佐 世 保 1980.10.20 不　定 〒857-0011 佐世保市春日町29-22

聖 和 女 子 学 院 佐世保南 1976.  1.27 第１昼休み 〒847-0015 佐世保市松山町495

E . J .キングスクール 佐世保南 1989.  5.  1 不　定 〒857-0056 佐世保市平瀬町 米海軍佐世保基地内

佐世保工業高等専門学校 佐世保北 2017.  2.25 月１月 16:30 〒857-0872 佐世保市上京町6-21 上京ビル4F 佐世保北ロータリークラブ内

向 陽 高 校 大　　村 1971.  6.22 月１木 15:35 〒856-0825 大村市西三城町16

島 原 中 央 高 校 島　　原 1978.  5.20 不　定 〒855-8550 島原市船泊町3415

大 村 工 業 高 校 大 村 北 1963.11.30 第３金 16:00 〒856-0815 大村市森園町1079-3

大 村 城 南 高 校 大 村 東 2001.  4.23 不　定 〒856-0835 大村市久原1-416

諫早農業高校瑞穂寮 諫　　早 1979.  2.21 第３水 20:00 〒854-0043 諫早市立石町1003

鎮 西 学 院 高 校 諫 早 北 1985.  5.21 水 16:30 〒854-0082 諫早市栄田町1212-1

長 崎 女 子 高 校 長　　崎 1979.  1.16 月１木 16:30 〒850-0834 長崎市上小島町1-11-8

五 島 高 校 福江中央 1985.  3.24 金 16:10 〒853-0018 五島市池田町1-1

海 星 学 園 長 崎 西 1997.  5.17 第１・３土 13:30 〒850-0911 長崎市東山手町5-3

長 崎 女 子 商 業 高 校 長 崎 南 1976.  2.24 水 16:15 〒850-0875 長崎市栄町2-10

純 心 女 子 高 等 学 校 長崎中央 2014.10.  4 不　定 〒852-8515 長崎市文教町13-15

活 水 高 等 学 校 長崎出島 2001.  9.12 月１火 12:30 〒852-8016 長崎市宝栄町15-11

ＲＡＣ名 提唱ＲＣ 創　　立 会員数 例会日時 事    務    所    住    所

佐　　　　賀 佐賀・佐賀北 1968.12.12 活動休止中 〒840-0826 佐賀市白山2-1-12 佐賀商工ビル4F 佐賀RC

鹿　　　　島 鹿　　島 1981.  5.20 7 第１・３水 20:00 〒849-1311 鹿島市大字高津原4296-41 鹿島商工会館2F 鹿島RC

唐 津 東 唐 津 東 1973.10.18 7 第２・４水 19:30 〒847-0012 唐津市大名小路1-54 唐津商工会館5F 唐津東RC

佐 世 保 東 佐世保東 1974.  4.  9 3 第１・３火 20:00 〒859-3215 佐世保市早岐2-16-10 佐世保東RＣ事務所

長崎国際大学 佐 世 保 2005.  3.13 15 第２・４木 18:30 〒857-0806 佐世保市島瀬町10-12 親和銀行本店内 佐世保RC

島　　　　原 島　　原 1981.  4.10 3 第１・３水 19:30 〒855-8550 島原市高島2-7217 島原商工会議所内 島原RC

諫　　　　早 諫　　早 1970.  5.29 5 第２・４水 19:30 〒854-0016 諫早市高城町5-10 諫早商工会議所内 諫早RC

長　　　　崎 長　　崎 1971.  2.  4 13 第１・３火 19:30 〒850-0057 長崎市大黒町14-5ホテルニュー長崎地下１階 長崎RC

長 崎 北 長 崎 北 1970.  5.20 13 第２・４木 19:30 〒850-0057 長崎市大黒町14-5ホテルニュー長崎地下１階 長崎北RC

長 崎 東 長 崎 東 1983.  3.11 10 第２・４木 19:00 〒850-0035 長崎市元船町2-8元船さくらビル 長崎東RC
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７月
1日（土）

ガバナー事務所開設 佐　　　賀
ガバナー会議・ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 東　　　京

2日（日） 第1回全国青少年交換委員長会議 東　　　京

7日（金）
第1回諮問委員会 佐　　　賀
【米山記念奨学】米山奨学生募集学校説明会 東　彼　杵

8日（土）
第3ゾーン戦略計画推進セミナー 岡　　　山
【インターアクト】第1回インターアクト委員会 有　　　田
【米山記念奨学】米山奨学生研修旅行　～9日（日） 雲　　　仙

11日（火） 鹿島RC公式訪問 鹿　　　島
12日（水） 佐世保RC公式訪問 佐　世　保
13日（木） 長崎RC公式訪問 長　　　崎
18日（火） 唐津RC公式訪問 唐　　　津
19日（水） 伊万里RC公式訪問 伊　万　里
20日（木） 佐賀RC公式訪問 佐　　　賀
21日（金） 諌早RC公式訪問 諌　　　早
22日（土） 雲仙RC公式訪問 雲　　　仙
23日（日） 【国際青少年交換】第1回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野
24日（月） 佐賀西RC公式訪問 佐　　　賀
26日（水） 長崎南RC公式訪問 長　　　崎
27日（木） 平戸RC公式訪問 平　　　戸
28日（金） 松浦RC公式訪問 松　　　浦
29日（土） 【インターアクト】インターアクト年次大会（有田工業高校） 有　　　田
30日（日） 【ロータリー財団】地区補助金奨学生壮行会 大　　　村
31日（月） 佐世保北RC公式訪問 佐　世　保

８月 3日（木） 諌早北RC公式訪問 諌　　　早
4日（金） 長崎東RC公式訪問 長　　　崎
5日（土） 【職業奉仕】職業奉仕委員会 武　　　雄
6日（日） 【クラブ奉仕統括】クラブ奉仕戦略計画セミナー 東　彼　杵
7日（月） 長崎中央RC公式訪問 長　　　崎
8日（火） 北松浦RC公式訪問 松　　　浦
9日（水） 佐賀北RC公式訪問 佐　　　賀
17日（木） 大町RC公式訪問 大　　　町
18日（金） 牛津RC公式訪問 牛　　　津
19日（土） 【インターアクト】第6回全国インターアクト研究会　～20日（日） 栃　　　木
20日（日） 【社会奉仕】社会奉仕委員会 長　　　崎
21日（月） 武雄RC公式訪問 武　　　雄

22日（火）
有田RC公式訪問 有　　　田
大村RC公式訪問 大　　　村

23日（水） 小城RC公式訪問 小　　　城
24日（木） 佐世保東RC公式訪問 佐　世　保

年間行事報告
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年間行事報告
８月 25日（金） 嬉野RC公式訪問 嬉　　　野

26日（土） 【米山記念奨学】財団創立50周年記念事業「世界米山学友による　感謝IN熊本」 熊　　　本

27日（日）
【国際青少年交換】第2回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野
【米山記念奨学】米山記念奨学生カウンセラー研修会 東　彼　杵
【米山記念奨学】米山奨学生出前卓話研修 東　彼　杵

28日（月） 大村東RC公式訪問 大　　　村
29日（火） 佐世保西RC公式訪問 佐　世　保
30日（水） 長崎北東RC公式訪問 長　　　崎
31日（木） 唐津東RC公式訪問 唐　　　津

９月 1日（金） 唐津中央RC公式訪問 唐　　　津

4日（月）
ガバナーエレクト研修セミナー（GETS)　～5日（火） 東　　　京
諌早南RC公式訪問 諌　　　早

5日（火）
長崎西RC公式訪問 長　　　崎
神埼RC公式訪問 神　　　埼

6日（水）
地区研修リーダーセミナー（DTLS） 東　　　京
唐津西RC公式訪問 唐　　　津

7日（木） 太良RC公式訪問 太　　　良
8日（金） 長崎出島RC公式訪問 長　　　崎
9日（土） 【職業奉仕】職業奉仕セミナー 武　　　雄

10日（日）
【青少年奉仕統括】青少年奉仕統括セミナー 有　　　田
【ローターアクト】アクトの日　登山清掃活動 西　彼　杵

12日（火） 長崎みなとRC公式訪問 長　　　崎

13日（水）
諌早西RC公式訪問 諌　　　早
大村北RC公式訪問 大　　　村

14日（木） 多久RC公式訪問 多　　　久
15日（金） 佐世保南RC公式訪問 佐　世　保
16日（土） 【インターアクト】第2回インターアクト委員会 諌　　　早
19日（火） 諌早多良見RC公式訪問 諌　　　早
20日（水） 白石RC公式訪問 白　　　石

22日（金）
福江RC公式訪問 福　　　江
福江中央RC公式訪問 福　　　江

24日（日） 【国際青少年交換】第3回地区委員会・オリエンテーション・来日学生歓迎会 諌　　　早
25日（月） 長崎北RC公式訪問 長　　　崎
26日（火） HTB佐世保RC公式訪問 佐　世　保
27日（水） 島原南RC公式訪問 島　　　原
28日（木） 佐世保中央RC公式訪問 佐　世　保

10月 1日（日） 【米山記念奨学】米山の集い 佐　世　保
3日（火） 佐賀大和RC公式訪問 佐　　　賀
4日（水） 佐世保東南RC公式訪問 佐　世　保
5日（木） 長崎琴海RC公式訪問 長　　　崎
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10月
7日（土）

【国際青少年交換】交換学生　長崎くんち見学旅行、平和学習　～8日（日） 長　　　崎
【インターアクト】インターアクト前期指導者研修会 東　彼　杵

10日（火） 島原RC公式訪問 島　　　原
11日（水） 佐賀空港RC公式訪問 佐　　　賀

12日（木）
伊万里西RC公式訪問 伊　万　里
【ロータリー財団】ロータリー財団委員会 諌　　　早

15日（日） 【社会奉仕】社会奉仕セミナー 東　彼　杵
17日（火） 佐賀南RC公式訪問 佐　　　賀
22日（日） 【国際青少年交換】第4回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野
23日（月） 第2回諮問委員会 佐　　　賀

28日（土）
【インターアクト】インターアクト九州4地区連絡協議会 諌　　　早
【ローターアクト】RA一泊懇親会　～29日（日） 鹿　　　島

11月 2日（木） 【国際青少年交換】交換学生　唐津くんち見学旅行　～4日（土） 唐　　　津
12日（日） 【ロータリー財団】ロータリー財団セミナー 東　彼　杵

17日（金）
地区大会（RI会長代理歓迎晩餐会・地区指導者育成セミナー） 佐　　　賀
【米山記念奨学】米山記念奨学生国際交流会（成穎中学校） 佐　　　賀

18日（土） 地区大会（本会議・記念懇親会） 佐　　　賀
19日（日） 懇親ゴルフ大会 多　　　久
20日（月） ロータリー財団地域セミナー 東　　　京

21日（火）
メジャードナー午餐会 東　　　京
第2回ガバナー会 東　　　京
第2回ガバナーエレクト研修セミナー（GETS) 東　　　京

22日（水） ロータリー研究会　～23日（木） 東　　　京
23日（木） 【米山記念奨学】米山奨学生面接官オリエンテーション 佐　　　賀
26日（日） 【国際青少年交換】第5回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野

12月 2日（土） 【国際青少年交換】交換学生　鹿児島旅行　～3日（日） 鹿　児　島

10日（日）
【国際青少年交換】第6回地区委員会・オリエンテーション・クリスマス会 諌　　　早
第2回全国青少年交換委員長会議 東　　　京

14日（木） 第3回諮問委員会 佐　世　保
17日（日） 【米山記念奨学】2018学年度米山奨学生面接試験 佐　　　賀
23日（土） 【米山記念奨学】米山学友会総会・交流会 佐　　　賀

１月 13日（土） 佐世保南RC創立60周年 佐　世　保

14日（日） 2018-2019年度　国際協議会　～20日（土） ア メ リ カ
サンディエゴ

20日（土） 【ローターアクト】RA インターシティーミーティング 相　　　知

27日（土）
ガバナー補佐会議 佐　　　賀
【インターアクト】インターアクト後期指導者研修会 東　彼　杵

28日（日）
第10回全国RYLA研究会 神　　　戸
【国際青少年交換】第7回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野

２月
4日（日）

【ロータリー財団】補助金管理セミナー 佐　　　賀
【米山記念奨学】米山財団創立50周年記念式典 東　　　京

年間行事報告
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２月 11日（日） 第9・10グループ　IM 長　　　崎
18日（日） 2018-2019年度　地区チーム研修セミナー 佐　世　保

24日（土）
第3グループ　IM 有　　　田
【米山記念奨学】2018学年度米山奨学生プレオリエンテーション 佐　　　賀

25日（日）
第4グループ　IM 伊　万　里
【国際青少年交換】第8回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野

３月
3日（土）

第7・8グループ　IM 諌　　　早
【米山記念奨学】米山記念奨学生修了式・歓送会 佐　　　賀

18日（日） 2018-2019年度　会長エレクト研修セミナー（PETS) 佐　世　保
24日（土） 第1・2グループ　IM 佐　　　賀
25日（日） 【国際青少年交換】第9回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野
26日（月) 第1・第2・第3ゾーン国際ロータリー会員基盤向上セミナー　～27日（火） 東　　　京

４月 1日（日） 【米山記念奨学】2018学年度米山奨学生オリエンテーション 東　彼　杵
14日（土） 【ローターアクト】ローターアクト研修会 佐　世　保
15日（日） 2018-2019年度　地区研修・協議会 佐　世　保
25日（日） 【国際青少年交換】第10回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野

５月 9日（水） 【国際青少年交換】交換学生JAPANツアー　～13日（日） 大　　　阪
12日（土） 第5・6グループ　IM 佐　世　保
17日（木） 第4回諮問委員会 佐　　　賀
24日（木） 【ライラ】2018JAPAN RYLAセミナー　～27日（日） 香　　　川

26日（土）
【ライラ】第39回RYLA　～27日（日） 多　　　久
【社会奉仕】社会奉仕委員会 雲　　　仙

27日（日）
【国際青少年交換】第11回地区委員会・オリエンテーション 嬉　　　野
【米山奨学】2018-2019年度クラブ米山記念奨学委員長セミナー 東　彼　杵

６月 2日（土） 【ロータリー財団】第15回年次セミナー 東　　　京
5日（火） 島原RC第2500回記念例会 島　　　原

9日（土）
佐賀空港RC創立20周年 佐　　　賀
【ローターアクト】ローターアクト年次大会　～10日 長　　　崎

10日（日） 【国際青少年交換】第12回オリエンテーション・歓送会 諌　　　早
16日（土） 新旧ガバナー補佐会議／新旧ガバナー補佐・委員長役員交代式 佐　　　賀

24日（日） トロント国際大会　～27日（水） カ　ナ　ダ
ト ロ ン ト

30日（土）
【国際青少年交換】国際青少年交換委員会 唐　　　津
【インターアクト】インターアクト委員会 唐　　　津
ガバナー事務所閉鎖 佐　　　賀

年間行事報告
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2017-2018年度　物故会員

本　城　好　春 唐　津ＲＣ 2017.  7.28逝去 享年86歳

大　堀　　　哲 長　崎ＲＣ 2017.  8.  4逝去 享年80歳

池　富　幸　男 佐世保南ＲＣ 2017.  8.30逝去 享年66歳

吉　川　　　豊 大　村ＲＣ 2017.11.13逝去 享年82歳

深　町　　　等 佐世保北ＲＣ 2017.11.  1逝去 享年61歳

柳　　　信　良 長崎西ＲＣ 2017.12.13逝去 享年81歳

東　　　義　治 平　戸ＲＣ 2017.12.22逝去 享年83歳

郡　家　信　晴 福江中央ＲＣ 2018.  1.22逝去 享年67歳

池　田　久　幸 諫早西ＲＣ 2018.  4.21逝去 享年71歳

戸　北　悦　生 長崎北ＲＣ 2018.  5.13逝去 享年82歳
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2017-2018年度　地区会計報告

地区資金一般会計、収支決算書
（単位：円）

収　

入　
の　

部

科　　目 内訳科目 予　　算 決　　算 予算対比
（１）　地区資金  14,175,000  14,181,300 6,300
（２）　地区大会分担金  11,925,000  11,999,200 74,200

（３）　日本事務局分担金
R文庫協力金  675,000  675,300 300
全国Ｇ会運営費  450,000  450,200 200
平和奨学生支援金  34,000  34,035 35

（４）　特別会計分担金 世界社会奉仕資金  810,000  810,360 360
（５）　その他収入 0  150 150
本年度収入合計　　　　　　（Ａ）  28,069,000  28,150,545 81,545
前年度繰越金  13,216,863 13,216,863
収入合計　　　　　　　　　（Ｂ）  28,069,000  41,367,408 13,298,408

支　

出　

合　

計

科　　目 内訳科目 予　　算 決　　算 予算対比

（１）　ガバナー関係費

ＧＥ国際協議会  1,200,000  1,200,000 0
全国Ｇ・ＰＧ会議費  2,300,000  1,832,120 -467,880
地区Ｇ・ＰＧ会議費  1,300,000  1,318,917 18,917
各種会議費  850,000  891,763 41,763
Ｇ記念品代  100,000  150,000 50,000
渉外・広報費  100,000  103,940 3,940

小計  5,850,000  5,496,740 -353,260

（２）　地区活動費・補助金

地区大会  11,925,000  11,999,200 74,200
地区協議会  300,000  229,688 -70,312
ＰＥＴＳ  300,000  194,147 -105,853
地区チーム研修セミナー  400,000  602,847 202,847
インターアクト助成金  600,000  473,327 -126,673
ローターアクト助成金  550,000  550,000 0
ＲＹＬＡ助成金  300,000  300,000 0
Ｒ財団学友会  100,000  48,160 -51,840

小計  14,475,000  14,397,369 -77,631
（３）　ガバナー補佐費  1,700,000  1,684,404 -15,596

（４）　地区委員会費

クラブ奉仕統括部門  1,200,000  1,180,339 -19,661
職業奉仕部門  250,000  332,095 82,095
社会奉仕部門  250,000  149,819 -100,181
青少年奉仕統括部門  930,000  1,106,590 176,590
Ｒ財団部門　  750,000  730,612 -19,388
米山記念奨学部門  350,000  418,841 68,841

小計  3,730,000  3,918,296 188,296

（５）　日本事務局分担金

R文庫協力金  675,000  674,400 -600
全国Ｇ会運営費  450,000  449,600 -400
平和奨学生支援金  34,000  34,020 20

小計  1,159,000  1,158,020 -980

（６）　特別会計繰入金
世界社会奉仕資金  810,000  810,360 360
規定審議会積立金  300,000  300,000 0

小計  1,110,000  1,110,360 360
（７）　ガバナー事務所・月信費会計繰入金支出 0  561,792 561,792
（８）　その他支出（予備費）  45,000 0 -45,000
本年度支出合計　　　　　　（Ｃ）  28,069,000  28,326,981  257,981 

本年度収支差額　　　　　　　　 （Ａ）-（Ｃ） 0 -176,436  -176,436 
次年度繰越金　　　　　　　　　 （Ｂ）-（Ｃ）  13,040,427 13,040,427
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※地区委員会内訳

※地区資金特別会計　収支決算書

ガバナー事務所費・月信費会計　収支決算書

（単位：円）
委　員　会 予　　　算 決　　　算 委　員　会 予　　　算 決　　　算

クラブ奉仕部門  1,200,000  1,180,339 国際青少年交換委員会 0 0 
　クラブ奉仕統括委員会  200,000  233,810 ロータリー財団部門 750,000  730,612 
　会員増強委員会  350,000  323,602 　Ｒ財団委員会  150,000  162,860 
　IT 公共イメージ向上委員会  550,000  552,919 　補助金委員会  450,000  436,362 
　クラブ管理運営委員会  100,000  70,008 　資金推進委員会  50,000  46,278 
職業奉仕部門  250,000  332,095 　資金管理委員会  50,000  44,000 
　職業奉仕委員会  250,000  332,095 　ポリオプラス委員会  50,000  41,112 
社会奉仕部門  250,000  149,819 米山記念奨学部門  350,000  418,841 
　社会奉仕委員会  250,000  149,819 　米山記念奨学委員会  350,000  418,841 
青少年奉仕部門  930,000  1,106,590 小　計 1,100,000 1,149,453 
　青少年奉仕統括委員会  150,000  152,901 
　青少年危機管理委員会 0 0 
　インターアクト委員会  400,000  581,428 
　ローターアクト委員会  180,000  176,345 
　ライラ委員会　  200,000  195,916 

小　計  2,630,000  2,768,843 合　計  3,730,000  3,918,296 

（単位：円）
前年度繰越金 本年度繰入 本年度取崩 次年度繰越金

世界社会奉仕資金  予　　　算 ＊＊＊＊＊＊＊  810,000 0 ＊＊＊＊＊＊＊

 決　　　算  8,532,826  810,360  677,700  8,665,486 
VTT  予　　　算 ＊＊＊＊＊＊＊ 0 0 ＊＊＊＊＊＊＊

 決　　　算  5,000,000 0 0  5,000,000 
規定審議会積立金  予　　　算 ＊＊＊＊＊＊＊  300,000 0 ＊＊＊＊＊＊＊

 決　　　算  300,000  300,000 0  600,000 
※世界社会奉仕資金より、RI会長エレクト追悼寄付として225,900円・米山梅吉記念館への寄付として451,800円

前年度繰越金 本年度繰入 本年度取崩 次年度繰越金
危機管理委員会  予　　　算 ＊＊＊＊＊＊＊ 0 0 ＊＊＊＊＊＊＊

 決　　　算  6,000,000 0 0  6,000,000 

（単位：円）

収 　
入 　
の 　
部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 予 算 対 比
Ｇ事務所分担金  10,125,000  10,129,500 4,500
月信費  4,275,000  4,060,300 -214,700
ＲＩ補助金  1,700,000  1,512,756 -187,244
地区大会余剰金  -  60,025 60,025
地区資金より  -  561,792 561,792
その他収入  -  35 35

収入合計（Ａ）  16,100,000  16,324,408 224,408
前年度繰越金  137,549 137,549

収入合計（Ｂ） 16,100,000 16,461,957 361,957

（単位：円）

支　

出　
の　

部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 予 算 対 比
 公式訪問費  500,000  494,842 -5,158
 人件費  2,900,000  3,300,000 400,000
 月信費  4,275,000  4,464,920 189,920
 通信費  550,000  386,567 -163,433
 消耗品費  900,000  865,410 -34,590
 室料及び会議費  1,000,000  1,129,767 129,767
 旅費交通費  200,000  270,451 70,451
 ＧＥ事務所費  5,400,000  5,400,000 0
 直前Ｇ事務所費  100,000  100,000 0
 予備費  275,000  50,000 -225,000

支出合計（Ｃ）  16,100,000  16,461,957 361,957
本年度収支差額　　　（Ａ）-（Ｃ） 0  -137,549 -137,549
次年度繰越金　　　　（Ｂ）-（Ｃ） 0 0 0
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国際青少年交換事業会計　収支決算書
（単位：円）

収 　
入 　
の 　
部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 予 算 対 比
国際青少年交換資金  4,275,000  4,276,900 1,900 
クラブ負担金  224,000 224,000 
来日学生負担金  302,714 302,714 
その他  543,380 543,380 
本年度収入合計　　　（Ａ）  4,275,000  5,346,994  1,071,994 
前年度繰越金  321,624 321,624 
収入合計　　　　　　（Ｂ）  4,275,000  5,668,618 1,393,618 

（単位：円）

支　

出　
の　

部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 予 算 対 比
 学生滞在費補助金  1,200,000  1,200,000 0 
 学生旅行補助  1,700,000  2,378,386 678,386 
 オリエンテーション費用  200,000  532,504 332,504 
 学生歓送迎会費他  300,000  305,474 5,474 
 委員会費・全国委員会費  300,000  637,065 337,065 
 印刷費他  50,000  28,353 -21,647 
 通信費  50,000  62,400 12,400 
 RIJYEC 維持協力金  442,000  449,600 7,600 
 損害保険料  20,000 0 -20,000 
 予備費  13,000 0 -13,000 
 本年度支出合計　　（Ｃ）  4,275,000  5,593,782 1,318,782 

本年度収支差額　（Ａ）－（Ｃ） 0  -246,788  -246,788 
次年度収支差額　（Ｂ）－（Ｃ） 0  74,836 74,836 
地区人頭分担金の受入会計である地区資金（一般・特別）会計、ガバナー事務所・月信会計及び国際青少年交換会計の収支決
算を、上記の通りご報告致します。

2017-2018年度　ガバナー　駒井　英基／地区幹事　笠　　慶宣／会計長　園田　嘉生

2017-2018年度収支決算について、帳簿並びに証票書類を監査した結果、適正に処理されていることを認めます。
監査　　税理士　森　　茂樹

◆米山記念奨学委員会補助金会計・収支報告書　　　　　　　　　　 （単位：円）
収入の部 支出の部

米山記念奨学会助成金  1,036,500 
地区委員会助成金  418,841 
その他の収入  4 
前年度繰越金  6,906 
奨学生活動費  1,400,263 
選考試験費  52,408 
学校説明会費  9,580 
次年度への繰越金 0 

合　計  1,462,251  1,462,251 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区米山記念奨学委員長　　大家　和義

◆ROTEX勘定・収支決算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）
前年度繰越金 収入の部 支出の部 次年度繰越金

2,092,798  80,000  8,000  2,164,798 
この会計は、ROTEX（国際青少年交換の派遣・帰国学生）の留学準備や帰国後の交流に資する資金勘定で、収入金は全
て派遣学生の負担金による。
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地区資金から補助金を支出した先の収支決算報告
①地区大会収支決算報告書（確定分）

収　

入　

の　

部

項　目 内訳項目 登録料・出席者数 金　額
人頭分担金 5,300円×2,264名 11,999,200 
大会登録料 会　　員 10,000円×1,259名 12,590,000 

懇親会

会　　員 7,000円×623名 4,361,000 
家　　族 7,000円×2名 14,000 
青 少 年 3,000円×12名 36,000 
小　　計 4,411,000 

歓迎晩餐会
会　　員 15,000円×124名 1,860,000 
家　　族 15,000円×5名 75,000 
小　　計 1,935,000 

来賓登録料 地 区 外 10,000円×14名 140,000 
懇親会 地 区 外 7,000円×6名 42,000 
懇親会（家族） 地 区 外 7,000円×4名 28,000 
歓迎晩餐会 地 区 外 15,000円×16名 240,000 

ゴルフ登録料
会　　員 5,000円×119名 595,000 
家　　族 5,000円×0名 0 
小　　計 595,000 

祝儀 800,000 
収入合計（Ａ） 32,780,200 

②地区研修セミナー収支決算報告
研修セミナー種別

収　　　　入
科　　目 金　　額

◆地区チーム研修セミナー

地区補助金 602,847

収入合計 602,847

◆PETS　
　（会長エレクト研修セミナー）

登録料収入 1,110,000
地区補助金 194,147

収入合計 1,304,147

◆地区研修・協議会

登録料収入 3,740,000
地区補助金 229,688

収入合計 3,969,688

支　　　　出
科　　目 金　　額

会場・昼食代 553,478
看板 39,960
雑費 9,409

支出合計 602,847
会場費・懇親会費 1,234,147
資料・印刷費 70,000

支出合計 1,304,147
会場費・懇親会費 3,262,228
資料印刷費 380,000
看板・垂れ幕 107,460
駐車場謝礼 30,000
雑費 190,000

支出合計 3,969,688

支　

出　

の　

部

項　目 内訳項目 金　額

大会事務局

総務 3,433,158
事務局 3,210,802
会議費 1,055,760
記念事業 2,269,264

歓迎晩餐会 3,726,317
懇親会 5,300,899
式典部会 4,580,280
会場設営部会 3,200,274
記念誌・広報部会 3,022,778

接待部会
接待・観光 969,990
宿泊 345,000

ゴルフ運営部会 605,653
Ｒ財団寄付 500,000
米山記念奨学会寄付 500,000
支出合計 32,720,175
余剰金 60,025
支出合計（Ｂ） 32,780,200

※余剰金は、ガバナー事務所費へ操入致します。
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2017-18年度　2740地区ロータリー財団DDF報告書
【地区補助金】（ＤG1845181）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※2017年７月レート　１ドル＝111円

ＲＣ プロジェクト名 決定額（＄）振込額（￥）
1 佐 賀 西 児童養護施設に入所している児童へ、希望を育んでもらうきっかけ作りプロジェクト 682 75,702

2 唐津中央 児童養護施設に入所している児童の、スポーツを通じた健全育成を支援するプロ
ジェクト 1,817 201,687

3 松　　浦 特別支援学級生徒に、動・植物の観察や触れ合いを通じて命の大切さを学んでもら
うプロジェクト 900 99,900

4 北 松 浦 地域の環境改善のために、ゴミ不法投棄が定着化した場所の清掃及び根絶プロジェ
クト 482 53,502

5 佐世保西 介護サービス対象者の施設入所者（高齢者）の社会生活自立を支援するプロジェクト 982 109,002
6 佐世保北 佐世保工専学生の参加を通じて、精神障がい者への理解・支援を啓発するプロジェクト 1,092 121,212
7 佐世保東 多くの市民の生活を支えている駅（早岐駅）における救命プロジェクト（AEDの贈呈） 1,448 160,728
8 佐世保中央 佐世保特別支援学校　和太鼓及びダンス交流発表会 1,818 201,798
9 佐世保HTB 佐世保地区におけるカブトガニ（絶滅危惧種）の保護活動 545 60,495
10 大　　村 食を通じ、子どもたちを育む環境づくりプロジェクト 1,750 194,250
11 諫　　早 旧街道「多良海道」における遭難回避プロジェクト（危険個所の安全な案内事業） 1,818 201,798

12 諫 早 西 青少年の健全育成のためのミニバスケットボール教室＆大会（諫早西ロータリーク
ラブ旗争奪杯） 1,818 201,798

13 諫 早 北 地域の子育て支援プロジェクト（認定こども園の地域開放方型教室における教育器
材寄贈） 545 60,495

14 諫 早 南 青少年の健全育成のための少年剣道大会（諫早南ロータリークラブ杯） 1,795 199,245
15 諫早多良見 児童養護施設聖母の騎士園の児童・生徒とのスポーツ交流及び食育プログラム 1,818 201,798

16 長 崎 西 環境問題を考えるプロジェクト（大勢の市民の集いの場である市営公園における清
掃活動及び桜の植樹祭） 491 54,501

17 福江中央 就労継続支援事業所における転倒防止、衛生状態改善プロジェクト（ハンドドライ
ヤー3台の寄贈） 636 70,596

18 長 崎 北 脳性麻痺、運動発達障がい児など障がい児へのスポーツ療法指導及びその普及プロ
ジェクト 623 69,153

19 長 崎 南 青少年の健全育成のための長崎県ジュニアセプンス大会（長崎南ロータリークラプ杯） 1,636 181,596

20 長崎中央 障害児・者ならびに児童養護施設入所児童の健全育成プロジェクト（ホースセラ
ピー体験会の実施） 682 75,702

21 長崎出島 運動を通して、児童養護施設入所児童の健全育成、活水高校の学生の教育を支援す
るプロジェクト 1,125 124,875

22
2740地区

（ 地区補助金 ）奨　学　生

外川裕人（Kegawa Yuto）ロンドンにあるThe Francis Crick Institute（フランシ
ス・クリック研究所）におけるマラリア原虫の遺伝子改変に関する研究目的で派
遣。その修学費、滞在費などへの支援。

4,550 505,050

23 2740地区
世界で最も肝炎が流行するモンゴルと、日本国内で最も肝炎が流行している佐賀・
長崎地区との協力による肝炎に対する疾病対策（グローバル補助金VTTに向かって
の準備、現地調査に関する渡航、滞在費など）

6,000 666,000

24 2740地区
タイ国における環境衛生検査及び技術の指導（水質、設備、施設など）のために、
薬剤師資格者、医療資格者を中心として派遣するプロジェクト。その渡航費、滞在
費、検査器材などを支援。

6,000 666,000

25 2740地区 モンゴル国における口蓋裂治療（成長期以後の手術・治療に関する指導技術）に関
する医療者派遣。その渡航費、滞在費、器材の支援 8,200 910,200

26 2740地区 管理運営費（振替手数料等など事務管理運営費） 1,729 191,919
27 2740地区 臨時費（VTT追加事業など補助事業臨時費） 6,682 741,702

合　　　　計 57,664 6,400,704

2017-2018 年度地区補助金運営について、適正に執行されておりましたことを報告致します。
2017-2018 年度　　財団委員長　西川　義文　／　補助金委員長　隅　　康二　／　資金管理委員長　岡村　康司
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2017-2018年度　国際ロータリー第2740地区
ローターアクト代表事務局　決算書 

収　

入　

の　

部

科　　　　  　目 予　　算 決　　算 予 実 差 備　　考
1 ガバナー事務局助成金 550,000 550,000 0

2 負担金
①代表事務局 560,000 560,000 0
②地区行事 98,000 98,000 0

小　　　　計 658,000 658,000 0
3 地区事業収入 0 0 0
4 他地区登録料（各クラブ徴収） 0 134,000 -134,000
5 提唱RC年次大会負担金 350,000 350,000 0
6 雑収入 0 324,290 -324,290
7 前期繰越 445,944 445,944 0

合　　　　  　計 2,003,944 2,462,234 -458,290

支　
　

出　
　

の　
　

部

科　　　　  　目 予　　算 決　　算 予 実 差 備　　考

1 負担金
①地区行事 100,000 100,000 0
②全国研修会負担金 50,000 50,000 0

小　　　　計 150,000 150,000 0

2 交通費

①地区内移動分 147,000 45,105 101,895
②他地区移動分 140,000 269,841 -129,841
③全国RA研修会分 0 0 0

小　　　　計 287,000 314,946 -27,946

3 登録料

①アクトの日 5,600 8,000 -2,400
②一泊懇親会 28,000 25,000 3,000
③インターシティミーティング 11,200 1,000 10,200
④RAC研修会 5,600 6,000 -400
⑤年次大会 84,000 75,000 9,000
⑥公式訪問例会 84,000 22,000 62,000
⑦2690地区交流会 67,200 40,000 27,200
⑧7地区会 100,800 90,000 10,800
⑨他地区年次大会 180,000 232,000 -52,000
⑩全国RA研修会 45,000 57,000 -12,000
⑪その他 15,000 27,500 -12,500

小　　　　計 626,400 583,500 42,900

4 祝金 周年祝賀金 0 0 0
小　　　　計 0 0 0

5 事務管理費

①事務用品費 5,000 0 5,000
②通信費 5,000 0 5,000
③印刷・製本費 31,000 21,661 9,339
④地区広報費 5,000 0 5,000

小　　　　計 46,000 21,661 24,339

6 年次大会

①年次大会記念品 30,000 28,856 1,144
②表彰関係 80,000 47,971 32,029
③提唱RC年次大会負担金 350,000 350,000 0

小　　　　計 460,000 426,827 33,173
7 慶弔費 5,000 0 5,000
8 雑費 22,000 59,830 -37,830
9 他地区登録料（各クラブ分一括支払） 0 119,000 -119,000
10 代表事務局会議費 115,000 49,277 65,723
11 予備費 92,544 0 92,544
12 次期繰越 200,000 737,193 -537,193

合　　　　  　計 2,003,944 2,462,234 -458,290
収支の差 0 0
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2017-2018年度　インターアクト年次大会決算報告書

収　

入　

の　

部

項　　目 金　　額 備　　考

登録料
640,000 ロータリアン
140,000 顧問教師
840,000 インターアクター

提唱クラブ協力金 1,260,000 ＠70,000×18RC
コ・ホストクラブ援助金 200,000 2RC×100,000円（武雄RC・唐津RC）
ホストクラブ負担金 150,000 150,000円（有田RC）
地区補助金 600,000 ガバナー事務所より

収入合計 3,830,000

支　

出　

の　

部

項　　目 金　　額 備　　考
会場費 769,780 会場・備品・看板　など
昼食費 993,000
記録誌 529,200 記念誌・撮影
講師謝礼 330,000 基調講演・分科会・交通費・吹奏楽部
会議費 78,043
記念品 200,880
事務費 313,590 事務委託費・事務用品　等
雑費 458,834 ポロシャツ・うちわ・謝礼・梱包送料
宿泊費補助 30,000 登録料返金
余剰金 126,673 ガバナー事務所へ

支出合計 3,830,000

2017-2018年度　第39回　RYLA決算報告書
（単位：円）

収　

入　

の　

部

科　　　　目 決　算　額 摘　　　　要
前年度繰越金 1,564,325
地区補助金 300,000
クラブ負担金 1,815,200 800円×2,269名　
登録料 ロータリアン 404,000 4,000円×101名

一般、IA、RAC 78,000 2,000円×39名
雑収入 0

合　　計 4,161,525

（単位：円）

支　

出　

の　

部

科　　　　目 決　算　額 摘　　　　要
ＲＹＬＡ運営費 1,303,645

宿泊食事代 650,789 松屋ホテル､富貴和旅館､花ごよみ（宿泊・食事・弁当）
会場使用料 22,190
会場設営費 103,896 会場看板、外看板
登録関係費 117,323 名札、記念品他
懇親会費 150,000
案内状・プログラム 178,885 登録案内チラシ・ポスター､プログラム
研修会費 19,922 グループ討議用消耗品
運営輸送関係費 60,640 マイクロバス・タクシー・車代

記　念　誌 200,000
記念講演DVD費 200,000 200枚

記念講演、ゲーム 260,665
記念講演料 187,000 講師謝礼、記念品代他
資料作成費 33,665 用紙・コピー使用料
交流ゲーム・論語カルタ 40,000 謝礼、記念品代他

諸　　　費 593,209
会議費 119,962 準備会議等
保険料 47,320 損害保険（団体割引）
通信費 34,523 記念DVD送付代他
スタッフジャンパー 370,000
雑費 21,404 振込手数料、他
次年度繰越金 1,804,006
合　　計 4,161,525






